
警

察●
警
察
法
　
　
　
　
　
　
（離
「
．一九
・一γ
摯
）

施
行
　
昭
和
二
九

・
七

・
一

（附
則
参
照
）

改
正
　
昭
和
三

一
法

一
四
八
、
昭
和
三
三
法

一
九
、
昭
和
三
四
法
二

〇
、
昭
和
三
六
法

一
十
一
、

一七
法
二

四

・
法

下
三

目
次第

一
章
　
総
則

（
一
条
―
三
条
〉

第
二
章
　
国
家
公
安
委
員
会

（四
条
―

一
四
条
）

第
二
章
　
警
察
庁

第

∵
節
　
総
則

（二
五
条
１

一
八
条
）

第
二
節
　
内
部
部
局

（
一
九
条
―
二
六
条
）

第
二
節
　
附
属
機
関

（二
七
条
―
二
九
条
）

第
四
節
　
地
方
機
関

（三
〇
条
―
三
三
条
）

第
五
節
　
職
員

（三
四
条

・
三
五
条
Ｙ

第
四
章
　
都
道
府
県
警
察

第

一
節
　
総
則

（
三
六
条

・
三
七
条
）

第
二
節
　
都
道
府
県
公
安
委
員
会

（三
八
条
―
四
六
条
の
二
）

第
二
節
　
都
道
府
県
警
察
の
組
織

（四
七
条
―
五
八
条
）

第
四
節
　
都
道
府
県
警
察
相
互
間
の
関
係
等

（五
九
条
―
六

一
条
の

三
）

第
五
章
　
警
察
職
員

（六
二
条
―
七
〇
条
）

第
六
章
　
緊
急
事
態
の
特
別
措
置

（七
一
条
―
七
五
条
）

第
七
章
　
雑
則

（七
六
条
―
八
一
条
）

第

一
章
　
総
則

（こ
の
法
律
の
目
的
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
個
人
の
権
利
と
自
由
を
保
護
し
、
公
共
の
安
全
と

三

・
法

一
五
二
、
昭
和
〓

和
四
〇
法
六
九
、
昭
和
四

法

一
二

十
、
昭
和
四
一

四
六
法

一
三
〇
、
昭
和
四
七
法

一
〇
、
昭
和
三
九
法
六
、
昭

昭
和
四
二
法

一
六

・

三
、
昭
和

共 罪で
あ

法
三
六
・
法
六
九
、
昭
和
五
七
法
六
六
、
昭
和
三
八
法
八

〇
、
昭
和
六
二
法
九
二
、
平
成

一
法
八
二
∴
法
八
三
、
平
成

四
法
二
五
、
平
成
六
法
二
九
、
平
成
八
法
五
七
●
平
成

一
〇

法

一
二
六
、
平
成

一
一
法
三
〇

・
法
八
七

一
法
■
〇
二

（平

成
一
一
法
一
四
七
）
。
法

一
四
七

・
法
一
五
〓
ｉ
法
一十
六
〇
、

平
成

一
二
法
一
三
九
、
平
・成
十
三
法
三
〇
、
平
成
二
四
法

一
、
平
成

一
五
法
二
一
、
平
成
一Ｉ
（
法
二
五

・
法
八
四
・
法

一三

二
、
平
成

一
八
法
五
三
・
法
五
八
、
平
成

一
九
法
二

二
・
法

一
〇
八
、
平
成
二
〇
法

一
五
・
法
八
〇
ギ
平
成
二
六

法
三
四
・
法
五
七

・
法
一
二
四
、
平
成
二
七
法
六
六
、
平
成

二
八
法
七
三
・
法
九
四
、
平
成
二
九
法
二
九
ず
平
成
三
一
法

一
二
、
令
和
三
法
六

一
・
法
六
三
、
令
和
一四
法
エハ
・
法
六

八
・
法
九
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一，
■

l,■ ‐1 _ ■

1■

=■
、■: _、   ■

・t,I'1:~■
‐
f、

1:::● ::::`・ 1.1

②

一
子

い
や̈

四 三 二■―

④

（服
務
の
宣
誓
の
内
容
〉

第
二
条
，
こ
の
法
律
に
よ
り
警
察
の
職
務
を
行
テ
す
べ
で
の
職
員
は
，
日
本

て

「サ
イ

国
憲
法
及
び
法
律
を
擁
護
し
、
不
偏
不
党
旦
つ
公
平
中
正
に
そ
の
職
務
を
．

遂
行
す
る
旨
の
服
務
の
宣
誓
を
行
う
も
の
と
す
る
．
　
　
―
　
　
　
　
・

事
案
」
と̈
い
う
。）
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
共
第
十

六
号
及
び
第
六
十

一
条
の
一一一に
お
．卜
で
ギ
重
大
サ
イ
バ
ー
事
案
」
と

秩
序
を
維
持
す
る
た
め
、

五
　
第
七
十

一
条
の
緊
急
事
態

に
関
す
る
こ
と
。
　
　
　
・■
に
対
処
す
る
た
め
の
計
画
及
び
そ

一ハ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
広
域
組
織
犯
罪
そ
の
他
の
事
案

（以
下

て
サ
イ
パ

整
理
及
び
分
析
並
び
に

察
に
関
す
る
関
係
機
関
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

関
す
る
こ
と
，‥
‥
ｉ
…
…
‐

（平
成
十
六

い
て
同
じ
。

こ
と
。

（平
成
十
年
法
律
第
百

Ｑ
位
の．活
動
に
関
す
る

十
五
　
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（平
成
十

一
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
の
陳
述

そ
の
他
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
．

十
六
　
重
大
サ
イ
バ
ー
事
案
に
係
る
犯
罪
の
捜
査
そ
の
他
の
重
大
サ
イ

バ
ー
事
案
に
対
処
す
る
た
め
の
警
察
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

´
■わ

た
る
等
そ 能

率
的
に
そ

十
ザ

ト

つ
て
は
い・

同
項
の
任
務
に

に
関
す
る
内
閣
の
事
務
を
助
け
る
こ

■

`)

一，
¨
　

　

■

ヽ

「
，

一
ｔ
‐

■
綺
・
ギヽ

, ‐― tr.―
“
|́,

1_:ヽ ri l「 ヒ〕スこ

．Ｉ
一

十

む

■

・
■

群

ｉ

二

「広
域
組
織
犯
罪
等
」
と
い
う
ご
に
対
処
す
る
た
め
の
警
察
の
態
勢
に

十
七
　
皇
宮
警
察
に
関
す
る
こ
と
。

■
十
八
　
警
察
教
養
施
設
の
維
持
管
理
そ
の
他
警
察
教
養
に
関
す
る
こ
と
。

‐‥１‐
十
九
　
警
察
通
信
施
設
の
維
持
管
理
そ
の
他
警
察
通
信
に
関
す
る
こ
と
。

・
‐
‥…
二
十
　
犯
罪
の
取
締
り
の
た
め
の
電
子
情
報
処
理
組
織
及
び
電
磁
的
記
録

‥―‐
・

（電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す

一

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
な
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機

に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
じ
の
解
析
そ
の
他
情

，

報
技
術
の
解
析
に
関
す
る
こ
と
。

二
十

一　
犯
罪
鑑
識
施
設
の
維
持
管
理
そ
の
他
犯
罪
鑑
識
に
関
す
る
こ

・

と

。

二
十
一
一　
犯
罪
統
計
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
三
　
警
察
装
備
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
四
　
警
察
職
員
の
任
用
、
勤
務
及
び
活
動
の
基
準
に
関
す
る
こ
と
。

二
一十
五
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
警
察
行
政
に
関
す
る
調
整
に
関

●
　
す
る
こ
と
。

Ｆ
二
十
六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
監
察
に
関

す
る
こ
と
。

こ
二
十
七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
法
律

（こ
れ
に
基
づ
く

■
●
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
警
察
庁
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事

一
　
務

⑤
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
第

一
項
の
任
務

■
を
達
成
す
る
た
め
、
法
律

（法
律
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。）
の
規
定
に
基

〓●
づ
き
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

③
一
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
第
二
項
の
任

―
務
を
達
成
す
る
た
め
、
内
閣
府
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
九

■
号
〉
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
、
第

一
項
の
任
務
に
関
連

１
，す
る
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
当
該
重
要
政
策
に
関
し
て
閣

１
・議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
行
政
各
部
の
施

〓
策
の
統

一
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整

に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

②
Ｉ
国
家
公
安
委
員
会
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
と
常
に
緊
密
な
連
絡
を

保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（委
員
長
）

第
六
条
①
　
委
員
長
は
、
国
務
大
臣
を
も
つ
て
充
て
る
。

②
　
委
員
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
国
家
公
安
委
員
会
を
代
表
す
る
。

③
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
委
員
長
に

故
障
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
委
員
長
を
代
理
す
る
者
を
定
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（委
員
の
任
命
）

第
七
条
①
　
委
員
は
、
任
命
前
五
年
間
に
警
察
又
は
検
察
の
職
務
を
行
う
職

業
的
公
務
員
の
前
歴
の
な
い
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
両
議
院

の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
。

②
　
委
員
の
任
期
が
満
了
し
、
又
は
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
会

の
開
会
又
は
衆
議
院
の
解
散
の
た
め
に
両
議
院
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

項
に
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
が

・

で
き
る
。

③
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
任
命
後
最
初
の
国
会
で
両
議
院
の
事
後
の

■
ロ

尋
リ

テ

ィ

Ｌ

セ
キ
一

い
す
。）が
害
さ
れ

つ

ム

`1)■
=

関
係
機
関
に
対
す
る
提
供
に
関
す
る
一Ｆ
と
一一

‐
‐，
１‐
　
　
　
　
　
　
●̈

九
　
国‐
際
刑
事
警
察
機
構
、
外
国
の
観
察
行
政
機
関
そ
の
他
国
際
Ｌ
な
警

ヽ
　

―

ｌ

ｉ
ｌ

ｉ
一
ｉ
‥

ｊ‥
１

１

■
１

舞
な

〓
〓
１
■

１

１

‥

―
　

‐　
―

‐

・‐
―

―

〓
‐
イ
ｆ

，
ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

■
，
‐‥
ｌ
ｆ

ｉ

・
　
ｌ
・
　
・
１
■
　
　
ｌ
Ｉ

　

一

る
。

一
■

②③ ②

ヤ_4

言 ・ヽ

:ヽ ■:
1■ バ

内
閣
官
'iii:
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承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
一

こ
の
場
合

に
お

い
て
Ｆ
両
議
院

の
事
後

の
承
認
を
得
ら
れ
な

い
と
き
は
い
内
閣
総
理
大
臣

は
、
直
ち

に
そ

の
委
員

を
罷
免
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
　

‥

④
　
次

の
各
号

の
い
ず
れ
か

に
該
当
す

る
者

は
、
委

員
と
な

る

こ
と
が

で
き

な

い
Ｐ
　
　
　
三

―
　
―

一
・　
　
〓

一
―
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

三

・
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
●
一
　
　
・
１

１
１
■

■
●
・

一
一
一令
和
四
法
六
八

（令
和
七
・■
ハ
‐
一
施
行
）‥
に
よ
る
改
正
ｌ
ｆ

‥
・
１
１

一
一
．
第
二
号
中
」
挙
颯
「
は

「梅
禁
耐
■
に
改
め
，
れ
を
一一
本
文
織
込
み

‥　
Ｉ

済
み
〉
．
　
‥
　
　
―
．　
　
　
‐
‐●
　
１
　
　
．

‥■
Ｉ
‥
ｆ
．
ｉ
■

⑤
・
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
は
ず
そ
の

・
う
ち
二
人
以
上
が
同
■
の
政
党
に
所

属
す
る
こ
と
と
な
つ
〓て
は
な
ら
な
い
。

（委
員
の
任
期
）
１̈
●

第
八
条
①
・
委
員
の
任
期
は
、
五
年
と
す
る
。
但
し
、
補
欠
の
委
員
は
、
前

任
者
の
残
任
期
間
在
任
す
る
ｆ

②
∴
委
員
は
ず
■
回
に
限
り
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
八
委
員
の
失
職
及
び
罷
免
）

‥‥
‥

〓
■

　̈
●
・
一■
‐１
■
一　
・

―

第
九
条
①
∵
委
員
は
ビ
第
七
条
第
四
項
各
号
の
下
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場

合
に
お
い
て
は
ず
そ
の
職
を
失
う
も

´
の
と
す
る
。

②

一内
閣
総
理
大
臣
は
ず
委
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
が
で
き

な
い
と
認
め
る
場
合
又
は
委
員
に
職
務
上
の
義
務
連
反
そ
の
他
委
員
た
る

に
適
し
な
い
非
行
が
あ
る
と
認
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
は
―
両
議
院
の
同
意

を
得
て
ｒ
こ
れ
を
罷
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
．
　

・

・

③

・内
閣
総
理
大
臣
は
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
左
に
掲
げ
る
委
員
を
罷

免
す
る
，。　
１
一１

●
一
　
‐
●
十　
‐

Ｆ
．
　
■
千
１
‐
Ｉ
ｉ
ｌ
‐
一
‐

二

‥
委
員
の
う
ち
何
人
も
所
属
し
て
い
な
か
つ
た
同
一
の
政
党
に
新
た
に

二
人
以
上
の
委
員
が
所
属
す
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
者
の
う
ち
二
人
を
こ
え
る
員
数
の
委
員
，■
一ヽ
１

一　
―

■
１
〓
　
■

二
一
委
員
の
う
ち
一
人
が
す
で
に
所
属
し
て
い
る
政
党
に
新
た
に
二
人
以

・上
の
委
員
が
所
属
す
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
ず
こ
れ
ら
の
者
の

・う
ち
■
人
を
こ
え
る
員
数
の
委
員

④
・
内
閣
総
理
大
臣
は
ず
委
員
の
う
ち
二
人
が
す
で
に
所
属
し
て
い
る
政
党

に
新
た
に
所
属
す
る
に
至
つ
た
委
員
を
直
ち
に
罷
免
す
る
。

⑤
・
第
七
条
第
二
項
及
び
前
三
項
の
場
合
を
除
く
外
ド）委
員
は
言
そ
の
意
に

反
し
て
罷
免
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
一

・
‐■
■
Ｉ

〓１
１
‥
■
・・
　

・

（委
員
の
服
務
等
γ
一
・
・
１

・

第
二
〇
条
①
■
国
家
公
務
員
法

〈
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
九

十
六
条
第
一〓
項
ゞ
第
九
十
七
条
、
第
九
十
八
条
第
一
項
、
第
九
十
九
条
、

第
百
条
第
■
項
及
び
第
二
項
Ｆ
第
百
三
条
第

一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第

百
四
条
の
規
定
は
ず
委
員
の
服
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

■
い
て
ぃ
日
法
第
九
十
七
条
中
一「政
令
「
と
あ
る
の
は
ヽ
内
閣
府
令
」
ｔ
（
・

同
法
第
百
三
条
第
二
項
中

「人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
所

轄
庁
の
長
の
申
出
に
よ
り
人
事
院
の
承
認
」
と
あ
り
、
又
は
同
法
第
百
四

条
中
二
内
閣
総
理
大
臣
及
び
そ
の
職
員
の
所
轄
庁
の
長
の
許
可
」
と
あ
る

の
は
ヽ
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
∵
と
読
み
書
え
る
も
の
と
す
る
。

②
　
委
員
は
ゴ
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
常
勤
の
職
員
又
は
国
家
公
務

員
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
官
職
若
し
ぐ
は

警
白客
〔　
　
　
　
整
三
辱
ハ
准
松

（
八
条
―
二
二
条
Ｙ

一地
方
公
務
員
法

（昭
和
二
十
五
年
浩
葎
第
二
百
六
十

一
号
）
第
二
十
二
条

・つ
四
第

一
項
に
規
定
す
る
薔
一時
間
勤
務
つ
識
を
ｉ
ｔ
二
三
微
ョ■
二
茉
二
ろ
．こ

と
が
で
き
な
い
。

Ｃ
　
委
員
は
一
政
党
そ
の
他
の
政
治
的
団
体
つ
役
員
と
な
に
、́
一■
ご
積
な
一一〓

に
政
治
運
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
　

・二

一
■
一　
　
・　
　
　
．

Ｃ
ｉ
委
員
の
給
与
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
一
　
　
　
　
‥
‥
１
１

●
（会
議
〉
〓
●

・
一
・
一
■
１
・
　
　
．

・‥
‥
・
■
・　
　
　
〓
・
・
ｆ

第
一
三
一条
①

・国
家
公
安
委
員
会
は
い
委
員
長
が
招
集
す
る
ｆ
国
家
公
安
委

員
会
は
ぜ
委
員
長
及
び
三
人
以
上
の
委
員
の
出
席
が
な
け
れ
ば
会
議
を
開

き
、
一議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。　
　
．　
　

・　

　

　

・

②
　
国
家
公‥
安
委
員
会
の‐
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
，

‥
可
否
同
数
の
ど
き
は
，
委
員
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ｆ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ

③

〓委
員
長
に
故
障
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
，
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す

一
る
委
員
長
を
代
理
す
る
者
は
ご
前
二
項
に
規
定
す
る
委
員
長
の
職
務
を
行

〓
う
も
の
と
し
，
こ
れ
ち
の
項
に
規
定
す
る
会
議
又
は
議
事
の
定
足
数
の
計

算
に
づ
い
て
は
、
な
お
委
員
で
あ
る
も
の
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
‐

〈
規
則
の
制
定
）
■
■
■
●
〓
■
■
，
●
〓
二
〓
●
〓
■
・
Ｉ
■
，
■
ｌ
，

第

一
二
条
一
国
家
公
安
委
員
会
な
ギ
そ
の
所
掌
事
務
に
う
お
て
い
法
律
↑
政

■
令
又
は
内
閣
府
令
の
特
別
の
委
任
に
基
づ
い
て
■
国
家
公
安
委
員
会
規
則

を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

●
‐

―

（監
察
の
指
示
等
）■
■
■
■
■
　
，　
一■
　
，■
ヽ

一■
一
■
．
一
■
１

●

第

一
二
条
の
二
①
■
国
家
公
安
委
員
会
は
一
第
五
条
第
四
項
第
二
十
六
号
の

監
察
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
警
察
庁
に
対
す
る
同
項

の
規
定
に
基
づ
く
指
示
を
具
体
的
又
は
個
別
的
な
事
項
に
わ
た
る
も
の
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

②
・
国
家
公
安
委
員
会
は
，
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
を
し
た
場
合
に
お
い

て
ギ
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指
名
す
る
委
員
に
、
当
該
指

示
に
係
る
事
項
の
履
行
の
状
況
を
点
検
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ｒ
ｔ

ｉ
ｌ

③

・国
家
公
安
委
員
会
は
、
警
察
庁
の
職
員
に
Ｆ
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
名

●
さ
れ
た
委
員
の
同
項
に
規
定
す
る
事
務
を
補
助
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
資
料
の
提
出
の
要
求
等
）〓　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
．

第

〓
二
条
の
三
①
一
国
家
公
安
委
員
会
ほ
ゴ
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
事

一
務
の
遂
行
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
，
関
係
行
政
機
関
の
長

に
対
し
ゞ
必
要
な
資
料
の
提
出
及
び
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
●
国
家
公
安
委
員
会
は
ギ
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
事
務
の
遂
行
の
た

●
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
ず
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、

勧
告
す
る
０
１と‐
が
で
き
る
Ｐ
　
　
．　
　
　
　
　
　
―
―
・
　
●
・

・

Ｏ
Ｔ
国
家
公
安
委
員
会
は
Ｆ
前
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対

し
勧
告
し
た
と
き
は
、
当
該
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
そ
の
勧
告
に

．基
づ
い
て
と
つ
た
措
置
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。　
．

④
´
国
家
公
安
委
員
会
は
ず
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勧
告
し
た
事
項
に
関
し

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
ほ
ｒ
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
い一
当
該
事

・項
に
つ
い
て
内
閣
法
人
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）〓
第
六
条
の
規
定
に

・よ
る
措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
意
見
を
具
申
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
●
　
・
一

・
一
（専
門
委
員
）一
一　
■
■
―
■
―
■
■
１
１
　
〓Ｉ
一　
・・
‐
―

第
■
三
条
の
四
①
三
国
家
公
安
委
員
会
に
（一
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給

，
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
入
昭
和
五
十
五
年
法
律

第
二
十
六
号
）ｒ
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の
絵

．
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
号
）
及
び
国
外

■
〓〓・覆
書
弓
豪
一金
等
つ‐
支
給
に
関
す
る
法
律
兵
平
妻
二
十
八
年
法
律
第
七

下
一二
三一
）
一ン二
一
〓
■
，
〓
〓
二
薫
一
」ヽヽ
〓
す
０
一番一三
一菫
一（ｔ
」
っ
一

二́
尋
一「
「一一十
一環

を
〓二
査
書
議
さ
せ
る
た
う
、
・専
「
委
員
若
千
人
を
重
く
．
　

・・　
　
・
・
‐
●

（，多　
専
門
委
員
（Ｌ
一合
、
二
一〓
そ
う
仁
専
門
委
員
に
関
し
必
要
な
事
項
〓
　
ヽ
‐

一
政
令
で
定
め
一■
．●

・

．
―

■

■
１

●
　
・
　

■
ｌ
　
　
・

・１

（国
家
公
安
委
員
会
の
・庶
務
）
三
二
三
■
●
一
■
●
■
　
・
・■

第

一
三
条
、
国
家
公
安
委
員
会
の
庶
務
は
ゴ
警
察
庁
に
お
い
て
処
理
す
る
．

・
二
一国
家
公
交
委
員
会
の
運
営
）
■

１１
・

・１
１

第
一
四
条
，
こ
の
一法
律
に
定
み
る
も
の
の
外
ず
国
家
公
安
委
員
会
の
運
営
に

‥
関
ひ
必
要
な
事
項
は
１
国
家
公
安
委
員
会
が
定
め
る
。
‐
　

―
‥
　
．　
．

≡

ュ

ヨ

一営

Ｆ
．

｝
．

　

．

‥

■
・
■
●
第
■
節
■
総
則
〓
・ｒ
ｉ
一
‥
一
・
ｆ
■
■
・　
・　
　
　
　
Ｉ

・
Ｉ
（設
置
了
■
，
■
■
■
」
ヽ
■
一
■
●
■
ｉ
■
一
　
●
‥
一
　
・ｉ
〓

第

一一覇
剰
ｒ
国
家
公
安
委
員
会
に
，
警
察
庁
を
置
く
。

●
共
長
官
）
ｉ
■
主
■
■
二
・　
ド
●
■
ル
ヽ
■
・

・・
・
●
１
・
■

１
　
．

第
一
六
条
①
二
警
察
庁
の
長
ぼ
●
警
察
庁
長
官
と
し
ゼ
国
家
公
安
委
員
会
が

内
閣
総
理
大
臣
０
承
認
を
得
て
、
任
免
す
る
。

②
ｌ
警
察
庁
受
富
共
以
下
去
長
官
「
ど
い
う
ご
一は
ｒ
国
家
公
安
委
員
会
の
管

理
に
服
し
↓
警
察
庁
●
庁
務
を
統
括
じ
ド
所
部
の
職
員
を
任
免
し
ず
及
び

ぞ
の
服
務
に
，
い
で
一）
れ
を
統
督
じ
，
並
び
に
警
察
庁
の
所
掌
事
務
に
づ

い
で
，
都
道
府
県
警
察
を
指
揮
監
督
す
る
‘

■
一
一
　
■
〓
■
■
●
■
Ｆ

ｌ
■
所
寧
事
務
）■
■
一
‐
●
●
■
ｔ
４■
１
■
・
■
■
∵
ビ
　
‐一

．
■
●
■

第
ｉ
七
羮
〓
警
察
庁
は
ず
国
家
公
安
委
員
会
の
管
理
の‐
下
に
、
第
五
条
第
四

項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
並
び
に
同
条
第
五
項
及
び
第
六

項
に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
国
家
公
安
委
員
会
を
補
佐
す
る
。
　
．

・

共
次
長
ヽ
一
●
●
‥
■
　
一●
Ｉ
．
■
■
●
■
■
一
１
●
■
■
三
●
‥
■
■

第
一〓
八
条
①
ｔ
警
察
序
に‐
Ｆ
次
長
一
人
を
置
ぐ
９
１
●
―
●
・
●
■
■
１

，

②

一次
長
ば
“
長
官
を
助
げ
４̈
庁
務
を，
整
理
し
、
各
部
局
及
び
機
関
の
事
務

官
房
長
又

用
部
を
置
く

ザ部 各
長 部

`ま

,こ

命 :都
を 長
受 を
け促肇｀
く

δ言
条房
①長

④ ③ ② 第
≡里
す

iイ

111

.:f

Ｌ
一
（長
害
宣
房
の
所
撃
事
務
）■
ヽ
こ
ず
■
言
■
■
■
■
・■
■
■
・　
一
一

第
二
十
条
青
長
官
官
房
に
お
い
て
は
ど
警
察
産
の
所
掌
事
務
に
関
し
、
次
に

■
掲
げ
る
事
務
を
つ
が
さ
じ
る
イ
■
彙
Ｉ
〓
■
ｉ
●
■
ギ
一
ヽ
■
■
撃
〓ヽ
　
■

・　
一
ｉ
機
密
に
関
す
る
こ
と
ず
〓
〓
・■
一
■

ｒ
ｌ
●
１

・

ニ
ー

．

二
ｔ
長
官
の
官
印
及
び
庁
印
の
管
守
に
関
す
る
こ
と
Ｆ
ｆ
■
■
∵
■
■
■
一く

三
二
公
文
書
類
の
接
受
ｒ
発
送
、
編
集
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
一
ヽ
ヽ

四

一所
管
行
政
に
関
す
る
企
画
ｒ
立
案
及
び
総
合
調
整
に
関
す

る
こ
と

⌒次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
ぐ
ｏ）
ザ
　
　
・■
―
・
――
一
ｔ
‐■
■
卜
　
・
・

‐ヽ

五

・
第
五
条
第
二
項
の
任
務
に
関
連
す
る
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ

い
て
ギ
当
該
重
要
政
策
に
関
し
て
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的

■

な
方
針
に
基
ゴ
い́
て
ｆ
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要

，
と
な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
Ｆ
・
●
■
■
´

六
■
所
管
行
政
に
関
す
る
政
策
の
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

七
ユ
法
令
案
の
審
査
に
関
す
る
こ
瀑
暉
■
■
●
ヽ
■
■
●

・
●

●
・〓
〓
「

八
■
所
管
行
政
に
係
る
統
計
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
ピ
一

二
九
一
広
報
に
関
す
る
こ
と
一■
■
一
■
■
一
■
一
■
●
●
Ｉ
■

■
■
二
■
■

十
　
情
報
一の
公
開
に
関
す
る
こ
と
す

十
二
■
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
ギ
■
一
一
■
一
‐

〓
〓
■
卜
ｊ
■

十
二
ｔ
留
置
施
設
に
関
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

十
三
Ｉ
警
察
職
員
の
人
事
及
び
定
員
に
関
す
る
こ
と
ず
■
す
●
１
●

・
十
四
一
監
察
に
関
す
る

‥こ
と
ザ
●
ｉｔ
■
■
■
■
●
二
ｒ
ｉ
〓
１
■
■
一

十
五
―
予
算
ｒ
決
算
及
び
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

十
六
●
国
有
財
産
及
び
物
品
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
こ
と
一
　
，，
‐，
１

十
七

人
〓計
の
監
査
に
関
す
る
こ
と
¨ヽ

十
　
●
１
●
●
１
１
〓
―

十
八
■
警
察
教
養
に
関
す
る
こ
と
ず
一
・
―

〓
■

１
●
■
‐
■
・　

■
一

十
九
■
警
察
職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。
　
　
．

・

■
二
十
■
警
察
官
の
職
務
ぼ
協
力
援
助
し
だ
者
一の
災
害
給
付
に
関
す
る
こ

．と

Ｉ̈

二
十
二
〓
犯
罪
校
害
者
等
基
本
計
画
の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

■
二
十
二
■
犯
罪
校
害
者
等
給
付
金
に
関
す
る
こ
ど
ピ
ー
・
■
１
，
一■
●
一

´

〓
二
十
三
■
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の

、支
給
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
給
付
金
に
関
す
る
こ

．と
。
ｉ
ｔ

ｉ一
　
Ｆ
ｉｌ・１

二
十
四
〓
‥日
外
犯
罪
被
害
掃
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
二
条
に
規

Ｉ

定
す
０
国
外
犯
罪
被
害
翼
慰
金
等
に
関
す
る
こ
と
，

■
二
十
五
　
警
察
通
信
に
関
す
る
こ
と
，

二
十
六
Ｌ
所
管
行
政
に
関
す
る
情
報
の
管
理
に
関
す
る
企
画
及
び
技
術
的

一
一研
究
に
関
す
る
こ
と
ｒ
●
∵
ｉ
一
■
■
●
■
■
■
一ｌ
ｒ　
●
●
■
■

Ｉ
二
十
七
〓
所
管
行
政
に
関
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
．の
整
備
及
び
管
理
に
関
す

一
　
る
こ
と
ゞ
一■
・　
一
●
〓
〓
Ｔ
■
ｉ
●
１

二
二
十
八
〓
警
察
装
備
に
関
す
る
こ
と
。

１‐‐
二
十
九
１
所
管
行
政
に
係
る
国
際
協
力
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る

一こ
と
“‥

三
十
　
前
各
号
に
掲

，げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
局
又
は
機
関
の
所
掌
に
属

し
な
い
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

人
生
活
安
全
局
の
所
摯
事
務
Ｙ
‐
一

第
二
二
条
■
生
活
安
全
局
に
お
い
て
は
一
警
察
庁
の
所
掌
事
務
に
関
し
，
次

に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

■
―
・
，
一
“
　
・‥
■

ｒ
申
”

メ
一
す‐「

一

■
・●
■

ｉ

　

・―

，

・
　

一

．　
，
・　
¨

■

■
■

一
Ｆ
】■
　

・



警
最
ホ　
　
　
　
一曇
見
祭
〔雖
給

（
二
三
条
――
三
七
条
）

一
ｒ
犯
罪
ｒ
事
故
そ
の
他
の
事
案
に
係
る
市
民
生
活
の
安
全
―と，
平
穏
に
関

．

す
る
こ
と
●̈
・　
・
　

‥
●
‥
●

一
Ｉ

　
一■
一
二
〓
●
・・
一
●
■
三
■

二
一　
地
域
警
察
そ
の
他
の
警
ら
に
関
す
る
こ
と
ず

・
・　
，
‐
一

三
一
犯
罪
の
予
防
に
関
す
る
こ
と
ず
■
■
■
―
・
　
」一
．
（
一Ｉ
●
　
〓
●

四
■
保
安
警
察
に
関
す
る
こ
と
ず
一
■
■
　ヽ
　
・
１
　
　
１
●
〓
■

・
■

（刑
事
局
の
所
掌
事
務
）
　

・■
１
■
・
　
Ｉ

‐
ヽ
・

・
●

１
，
　

・

第
二
三
条
①
，
刑
事
局
に
お
い
て
は
ギ
警
察
庁
の
所
掌
事
務
に
関
じ
・、
次
に

掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
ず
■
一　
　
■
●
●
■
・　
・‥

ｉ
●
■
一
〓
ヽ

一
〓
刑
事
警
察
に
関
す
る
こ
と
。一１

　

・■
一　
―
■
■
●
〓
・●
―
　
■
●

二
―
犯
罪
鑑
識
に
関
す
る
こ
と
。
・―
・

〓一
■
■
‐

・
―
・　
‐・
ｒ
Ｉ

三

Ｉ
犯
罪
統
計
に
関
す
る

‐こ
と
す

一　
‥
ｌ
　
¨
一
十
■
■
　
・

一Ｉ

Ｉ
●

四
Ｔ
暴
力
団
対
策
に
関
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
・　

　

　

　

　

　

・

五
‐
薬
物
及
び
銃
器
に
関
す
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

■
六
ギ
組
織
犯
罪
の
取
締

‐り‐
に
関
す
る
こ
と
魚
他
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の

を
除
ぐ
ご
一
¨
・
〓
‥
二
‐・
‥‐́
‐
ｒ́
●
一１
■
「―
●
■
●
〓，
■

七

●
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
こ
と
す
●
‐
Ｉ
　
ｌ
ｌ
●
・

八
‥
国
際
捜
査
共
助
に
関
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

九

・重
大
な
犯
罪
を
防
止
し
ギ
及
び
こ
れ
と
戦
う
上
で
の
協
力
の
強
化
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ァ
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
ん
の
間
の
協
定
の
実
施

に
関
す
る
法
律
共
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第

一
号

に
規
定
す
る
合
衆
国
連
絡
部
局
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
”一

「
■
■
．

②
　
組
織
犯
罪
対
策
部
に
お
い
て
は
ず
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち

次
に
掲
げ
る
も
の
及
び
同
項
第
四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
「
　
―
　

〓■
■
一
‥
■
ｒ
　
●
一
・
ヽ
　

一
・
　

●
■
●
・
‥

一

一
国
際
的
な
犯
罪
捜
査
に
関
す
る
こ
と
一〓

二
Ｉ
国
際
刑
事
警
察
機
構
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
ｒ
ｆ
　

■̈

■
，　
・
。

＾
交
通
局
の
所
掌
事
務
γ
・
卜
●
■
―
　
　
・
■
■
・
ｉ

・■
■
■

一
■
・

第
二
三
条
の
二
―
、交
通
局
に
お
い
て
は
ギ
警
察
庁
の
所
掌
事
務
に
関
ｔ
ゞ
交

通
警
察
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
ｐ●
１

・

‥
１１・
人
警
備
局
の
所
摯
事
務
）■
■
■
■
一
ｒ
■
‥
１

●
Ｉ
●
―

■
Ｉ
一

一
■
一

第
二
四
条
①
■
警
備
局
に
お
い
て
は
、
警
察
庁
の
所
掌
事
務
に
関
し
、
次
に

・掲
げ
る
事
務
を
う
か
さ
ど
る
ド

一
」
■
・
１

一
，
■

‐

一
　
一警
備
警
察
に
関
す
る
こ
ｔ
。

三
二
■
警
衛
に
関
す
る
こ
と
。
■

―
―
´

，　
‐・
、・
　
一ｌ
　

ｆ
■
１

１

●

三
ｉ
警
護
に
関
す
る
こ
と
。

四

・警
備
実
施
に
関
す
る
こ
と
。
一‥

・五
■
第
七
十

一一条
の
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
計
画
及
び
そ
の
実
施

に
関
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
―

　
　
　
　
　
　
・

・

②
　
外
事
情
報
部
に
お
い
・て
竜
ギ
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
り
め
ら
外
国

次
又
資
素
０
話
働
り
本
拠
が

，
国‥
一
在
る
一
本
一
一
落
二
ヽ
の
を
う
か
ぎ

ど
る
‘　
　
　
　
　
・　
…　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

①
Ｉ
警
備
運
用
部
に
お
い
て
は
、
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
一
■
●
●
ラ

（サ
イ
バ
ー
警
察
局
の
所
掌
事
務
）

第
二
五
条
●
サ
イ
バ
「
警
察
局
に
お
・い
て
は
、
警
察
庁
の
所
掌
事
務
・に
関

し
ず
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
・
サ
イ
バ
ー
事
案
に
関
す
る
警
察
に
関
す
る
こ
と
。　
一●
こ
１
１

■
■

二
■
犯
罪
の
取
締
り
の
た
め
の
情
報
技
術
の
解
析
に
関
す
る
こ
と
・。●
■
■

ス
課
の
設
置
等
〉
■
●
，
■
ニ
キ
■
■
一
一
一十
■
∵
ｒ
●

（室
に
あ
つ
て
は
、
室
長
）
を
置
く
。

二ヽ
‥‐‥
少
年
の
非
行
防
止
そ
の
他
犯
罪
の
防
止
に
つ
い
て

・
に
関
す
る
ご
と
ゴ
〉

・

三
■
交
通
事
故

一
モ́
一，
、ギ

衛
ご
皇
居
愛
び
御
所

さ
ど
る
イ
ア
「・

一゙
一
一育
員
，

一
一
■
、
¨゙

・
（
　
一一

ニ
ー
■
■
■

け

の
一
部
を
総
括

一■
‘■
・　
む̈
ヽ
・．響
一■
「一

■

〓
一
■
，

鰤
一ヽ

「
ヽ
■
轟

■
Ｉ

■

メ
■
一

・

‐妻
薫
↓
議
事
ユ

一
■

，
三

お
警
察
大
学
校
を
附
置
す
る
ギ
一‥‥‐
一
二
ヽ
■

‐ヽ

い
て
の
研
究
及
び
実
験
に

・■

ｔ
ｉ
■

■

十

姜

十
■
「
■

Ｔ一
●一ｉ
）́
一̈
一一，ヽ十〓

‘
●

ヽ
・

．
一
一

は
、
内
閣
府
令

一一， 一
護

る
事
務
を
つ
か

■

■
■
ｔ
ｒ
り
建
ヽ
・一“

岩
薫
■
蜂
Ｉ
墓
■
ｉ
ギ
・
ｉ
ｒ
ｉ
■
・

Ｉ

＝
１

一
十
■
３

，
コ

■

■
「

一
■

●

〓
‥
■

ご
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

③

、

④

一
`こ

〉ここ)

十
襲
・
キ
〓
集
撃
■
れ
■
■

・‥、■ の
設

② 第④ ③ ②
:|

`4)

に
、

そ
の

．
拍
十

岩
手
県

宮
城
県

秋

田
県
　
山
形
県
　
福
島
県

の
事
務
を
統
括
し
、

内
閣
府
令
で
定
め
る
。

■
事
■■

デ :
く
「
:

政
令
で
定
め
る
。

=オ て

一
学

Ｊ

Ｉ
力
尊

ギ
ー
ミ
・三
圭
¨
づ

．必
要
な
教
育
訓

■
ヽ
・‥‐、一
」
一
一
一
一
「

一
ユ
¨ヽ

盪
警
警察局

二
Ｆ
一〕
■

一一
，
一
千
〓

福
岡
県

熊
本
県

沖
縄
県

佐
賀
県
　
長
崎
県
‥

大
分
県
　
宮
崎
県

鳥
取
県

島
根
県
一
岡
山
県

山

田
県
　
徳
島
県

．雰
媛
．県

十
一計
知
県

滋
賀
県

・京
都
府
・

蒙
良
県

．

― ‥

‐

「

ロ

メ

　

ー

ー

ー

「

―
ｌ

ｒ

口

ｒ

，

１
１

“

「

讀

「

■

Ｌ

”

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

＝

― Ｉ

Ｈ

「

〓

「

「

― ―

「

―

―

　

】

”

― Ｉ

Ｈ

Ｉ Ｉ
Ｉ

暉

置
持
ギ
■
ｌ
ｉ
■
ニ
ニ
■
イ
・
，

③
■
東
京
都
警
察
情
報
通
信
部
及
び
北
海
道
警
察
情
報
通
信
部
の
位
置
及
び

内
部
組
織
は
質
内
閣
府
令
粋
定
め
る
中
　
　
　
・‐
・

・
‥

１

，
■
■
二
‐ｔｉｌ‐
十
ｉ
　
ヽ
・
　

　

‐
　

　

・

・

・
・
‐
ヽ
辞
江
節
一
職
唄
３
・
■
■
・
〓
一
‐
絆

“
“
・
〓
卜
■
」
Ｉ
■
■
，

（職
員
）‥

ｆ
　
　
・

・
　

・

③ ② 第第
二
五
条

，、
に
う
い

■
千

ギ

■

八
平
成
二

②
■
前
項
の
規
定
に
Ｉ
Ｏ
国
庫
が
支
弁
す
る‐
こ
と
と
な
る
経
費
を
除
き
、
都

〓
道
府
県
警
察
に
要
す
る
経
費
は
，
当
該
都
道
府
県
が
支
弁
す
る
。
）

〓
■

③

経
費

の■
●
■
●
二
■
■
， に

ず
警
察
官
ギ
皇
富
護
衛
官
ギ
事
務
富
一
一技
富
そ
の

ヽ
■
■
■

る
経
費
エ

で
定
め
る
職
は
警
察
官
を
も
つ
て
、
皇
宮
警

・ハ
許

¨
隷
■
夕
一↓
二
十
年
■

一ヽ■
静出
市
手

る
ポ
撃
一
，■
・
・
・
，

の
俸
給
そ

■
申

■

Ｆ
〓

ｊ

，

ヽ

に
警
備
装
備
品
の
整
備
に
要
す
る
経
費

の
捜
査
に
要
す
る
経
費

に

お

け

て
行
う
こ
れ
ら
の
措
置

Ｉ

ご
三

■
ネ
ｉ
訥
ｉ
■
織
＝
Ｌ

ｉ
二
，
寮
，
■
●

∵
第
二
条
の
責
務

〓
書
■
■
―̈
―てヽ

④

一

④ ③

ｉ
■

‐‥、
ｒ

ｉ
三
■
，

一，

１

，
Ｆ
ｆ

」
´
ギ
●

■■

一
■

一
■

■

■
一
‐
　

一
■

③

■

■
■
―

ヽ
一
も

■
一
キ
ー二
十
，
一…‐
‥
ｒ
“
ニ
ー
一

■
／
　

，■
■
一
一■
■

■
■

●
奇

Ｆ
■

一二

全

一
■
■
■
∵

―
■
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
■
■

一
■
∵
――
―
■
■
ギ
ー
、一
■
丼

〓

ニ
ー

ヽ
=ヽ

 ‐

虫
部
・管
区
鼻

局
一一着
古
屋
事

〓

●

■
ご
■
一「
〓
　
　
‐

』
摯
・ｒ襲禦
・蒙
辱
・



1.り0

は
‐ド
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
ご
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
Ｆ
国
が

そ
の
一
部
を
補
助
す
る
ｆ
ｒ
■
■
・■
・，
Ｌ
●

ｉ■
い
、　
■
・
・
●

ｒ
一
■
■

１
一一一計一群
一一一一諄苺肛慰
安酵
一一一
，
選
■
一■

つ
て
は
ず
そ
の
委
員

ち
か
ら
も

の
に
つ
・い
て
い

な
い
響
■

都
道
府
県
公
安
委
員
会
を

一
‥
一
一
■
，
　
一■
¨
　

・１
・■
■

の
な

い
も
の

の
う

準
用
す
る
や
一　
‐
・
　
　
　
　
―

・

⑤

、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
■
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
関
し
や
法
令

又
は
条
例
の
特
別
の
委
任
に
基
い
て
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
を
制

定
す
る
こ
さ
が
で
き
る
ず
■
，
ｒ
●
ｒ
一●
●
■
■
　
―
■
●
‥、■
二
４
．

③
　
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
一
国
家
公
安
委
員
会
及
び
他
の
都
道
府
県
公

安
委
員
会
と
常
に
緊
密
な
連
絡
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｉ

Ｉ
■
ゞ
…
・１１

■

・しヽ
＾
・一
一

二
■
●
■
・
―
．
‐
一
一
ゴ

人
以
上

（都
、
道
、
府
及
び

政
党
に
所
属
す
る
こ
と
と
な

一
●
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

ヽ
二
……‐―‐‥
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
・

③

・委
員
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
ち
二

指
定
県
に
あ
つ
て
は
二
人
以
上
Ｙ
が
同
一
あ
）

つ
て
は
な

ら

な

い
■

ｌ

一
　

・

・
―
　
・１

１

第
四
一
条
①
，
委
‥員
は
ず
次

繁
・翼祭
　
　
　
　
整
〓屋
崇
准̈
い

（〓
八
条
―
五
三
条
）

■

ヽ
・
〓
■
ｒ
■

と
が
で
き

‐
ヽ

■
■

ｉ

´
―

■
■
■
」織
Ｉ
Ｉ
ｔ
華
ヽ

―

ヽ
■

　

一

■

■
１

す
る
，
但
し
ｒ
練
欠
の
委
員
鷲
ゞ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い

一
・

Ｉ

■
〓
〓

の
一議
会
一

よ
Ｏ
ｒ
そ
の
■

ヽ
き
も

こ
と
が
な
い
デ
一
は
■

（委
員
の
服
務
等
〉
●

第
四
二
条
①
・

f・ ′〕

②

‘委
員

は
，
て
し
で
定
め
る
ｆ
一　
一
●
■
■
１
・‐、ｆ
ｉ
一
■
・

は
オ
委
員
０
う
ち
一
人
共
都
、
道
Ｆ
府
及
び
指
定
県
に

そ
の
同
意
が
あ
つ
た
と

き
は

，

中
事
事
写
燃
ｉ

て
、
罷
免
す
る
。

の
を
含
む
と
き
は
，
こ
れ
ら
の
委
員
の
う
ち

に
所
属
す
る
に

一十
条
か
ら
第
〓

の
遂
行
上
支
障
が

に
規
定
す
る
許
可
を
与
え
る
も
の

１
１
１
●
ｒ

の
職
員
又
は

ギ
，■一・一・　
・
・・　
・１
‐・～，
，一」
一〓

が
で
き
な
い
で
ヽ

る

ｒ

・
‥

ス

ざ

一
一
　

●

　

・
　

　

・

・

‐

・
　

　

　

　

　

・

・
　

１

・

②
・委
員
長
一の
任
期
は
Ｆ
二
年
と
す
る
一̈理
し
Ｆ
再
任
尊
る一こ
と
か
で
き

る
。
Ｉ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

●
‥

Ｉ

③
●
委
員
長
は
ｒ
会
葬
を
総
理
し
ｒ
都
道
府
県
公
安
委
員
会
を
代
表
す
る
ピ

（監
察
の
指
示
等
）■
一
二
■
■
「
■
ｉ
三
十
■
∴
‐キ
■
●
１
■
二
一
一
二

■

■
■

―

■
■

‥‥‐

の
役
員
と
な
つ
、
又
は
積
極
的

ダ
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
定
め
る
ｒ
、
ま
●

ｉ〓
一４一　
キ
〓
十
，
■
■
一一
■
■
●
登
」
■
一

撃̈
一

に
規
定
す，一一

い・一
一「〓
一一一一
一“
一・．一”
・　
・〓
‥、Ｆ・　
二ヽ
一一

一
ｉ
■
●
■
一
■
■
●
■

・
●
■
一
■
■
一
■

｝
・
一

は
■
そ
の
指
名
す
る
委
員
に
ギ
当

れ
た
警
察
庁
の
職
員
を
合

‐ュ・・‐， 一一，」̈
・ぐ〓・

「
イ・
で
一」■
漱”一

ｉ

”
■
一
Ｆ
き
二

ヽ

ゞ
警
視
庁
又
は
道
府
県
警
察

〓
■
卦
■
ャ■
百
■
「
■
ｒ

一・・・
「一〓
・ヽ
，
一デ́
　
．卜一一〓一一

一
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
運

に
お
い
て
、
第

と
あ
る

ｉ
ｌ
■
１
■
１
●

↓
一一
一
■
ｉ
お

，
■
ふ

二
ヽ
■

ｒ
■
ａ =ご

〕
~

の
本
部
と

に
従
い

も
の
と
す
る
ず
■
ｔ
ｉ
「
■
■
Ｉ
・い

⑥
■
方
面
本
部
の
内
部
組
織
は
ヽ

め
る
ご
ｉ

‐ｆ
一一
●
・
　
一一
■
■

一警
察
本
部
長
ゴ

④
●
警
察
署
の
名
称
ｒ
位
置
及
び
管
轄
区
域
は

い
、
条
例
で
定
め
る
「
・
・
●
一
‐
　
１
１

ド
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従

■
・
Ｉ
■
・●
　
・・■
議
ヽ
一
■

の
内
部
組
織
は

二〓―
政
令
で
定
め
る̈
基
準

吉〓
・́■ご一̈
〓
Ｊ
一（■
■
・

，
ボ
一
ヽ
■
■

■
五
番
ｆ
ｉ
■

一
こ・↑
●
・
、
そ
二一
一

ｒ

〓

一
●

‥

ヽ

―
い
■
・
　
■

・．■

一
・１
７
●
こ
‥

壼
一
二
・
　

■
キ

〓

一
■

●

奮
■
■

■
Ｈ
■
■

一中
一一一
゛
●

一

一〓

一
ヽ

―

■
■
一
十
■
■
１
‐
‥
一
‐■
　
・ｔ

政ヽ
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
ず
条
例
で
定

に
お
け
る
道
府
県
警
察
本
部
の
事
務
を
分

，
■
Ｉ
■
ｉ
ｔ
ｉ
■
■
ｒ

ｒ
，
■

●
■

・、‐
■
一
■

■
ｒ
ｉ
一〓

の
位
置
は
（一
国
家
公
安

二
一
一
Ｉ

Ｉ
一
〓
一■
■
■
●

方
面
本
部
長
又
は
市
警
察

ｎ

ｔｉ

・生
葺

―
“
Ｉ
す
一
一

二
ち
■
■

・
…
‐
■

Ｉ

∵
一
一
―‥‥

■
十
■
「
■

●
一
・・■
■
■
一
　

いヽ

「

〓

■
■

ギ

に
道
府
県
警
察
本
部

一ぶ
一へ
瞥
尋
彙
ｒ

二
苺
彙
二
　
一暑
曇

安
委
員
会
の
同
意

方ヽ
面
の
区
域
内
に
お

，■
童

´̈
一
一
、
‐
¨
一・
・■
■

，
■

ふ
■

一
〓一一
一
．
一一
一
一
．
一̈一・

．

●
■
一
ヽ

三
―

‥

任
命
す
る
。
た
だ
し
ぃ

■

Ｉ
■

二

一
■
一

， 一

例
|こ

惑
■
・

‐（
Ｉ
茸
Ｆ
苺

ｒ

・・‥

ヽ
〓

一■
一一
ご
Ｌ
ｉ

■

．一
■

・
彙

●

Ｔ
♯

．一
〓．■
」
一
■
１
一
一
」〓
１
・
〓
■
口
・　
一
沖

デ
■
４
工́
■
ｒ

■ヽ
，■
Ｆ

■
■
，

‥
ｒ
ｔ
一
ｒ

一
　
・、　十
二
一
　̈
一千
〓■一
，■

・二
一

■
一■
■

・

ｏ
ｌ
ｌ
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‥
‐
ｉ
く
γ
，‐

´
ヨ
〓
劣

ａ
ニ
ー
ホ
Ｃ
条
ヽ

て
、
交
番
そ
の
他
の
派
出
所
又
は
駐
在
所
を

警
察
署
協
議
会
を
置
く
も
の
と
す
る
。
た

僅
少
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
が

い
こ
と
が
で
き
る
。

と
も
に
、

二
ヽ

一
■

議
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
条
例

（警
察
署
協
議
会
の
議
事
の
手
続
に

あ
っ
て
は
ず
都
道
府
県
公
安
委
員
会
規
則
）
一で
定
め
る
。
●
１
‥

´
（府
県
警
察
学
校
等
）●
・
　
・
・

‐
１

・

‥　
‥
・
　
・
一

・，
　

一
‥
‥

第
五
四
条
①
一
警
視
庁
に
警
視
庁
警
察
学
校
を
、
道
府
県
警
察
本
部
に
道
府

県
警
察
学
校
を
附
置
す
る
．
●
●

②
●
警
視
庁
警
察
学
校
及
び
府
県
警
察
学
校
は
、
警
察
職
員
に
対
し
、
新
任

者ヽ
に
対
す
る
教
育
訓
練
そ
の
他
所
要
の
教
育
訓
練
を
行
う
。
　
１
・
１

③
・
道
警
察
学
校
は
一
警
察
職
員
に
対
し
だ
新
任
者
に
対
す
る
教
育
訓
練
、

幹
部
と
ｔ
て
必
要
な
教
育
訓
練
そ
の
他
所
要
の
教
育
訓
練
を
行
う
一二
十
‥

一（職
員
）

一
・
一
■
一
・
‐
―

■
●

・
■
●

一
¨
■
一

・Ｉ
　
・
●

ｔ

第
五
五
条
①
，
都
道
府
県
警
察
に
ず
警
察
官
そ
の
他
所
要
の
職
員
を
置
で
ず

②

警ヽ
視
総
監
Ｆ
警
察
本
部
長
ず
方
面
本
部
長
∵
市
警
察
部
長
及
び
警
察
署

長
は
、
警
察
官
を
も
つ
て
充
て
る
。
　

一
■
　

■
‐

・
‥
■
●
〓

〓
二

③

・
第

一
項
の
職
員
の
う
ち
ギ
警
視
総
監
、
警
察
本
部
長
及
び
方
面
本
部
長

以
外
の
警
視
正
以
上
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
は
ず
国
家
公
安
委
員
会
が
都

〓
道
府
県
公
安
委
員
会
の
同
意
を
得
て
ギ
任
免
じ
，
そ
の
他
の
職
員
は

・、
警

視
総
監
又
は
警
察
本
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を

聞
い
て
ず
任
免
す
る
｝
　

●ヽ
‥

■
　
１
■
　
・
Ｉ
　
・

④
　
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
い
警
視
総
監
ギ
警
察
本
部
長
及
び
方
面
本
部

長
以
外
の
誉
視
正
以
上
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
に
つ
い
て
は
国
家
公
安
委

員
会
に
対
し
ず
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
警
視
総
監
又
は
警
察
本
部
長

に
対
し
，
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
懲
戒
又
は
罷
免
に
関
し
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
（職
員
の
人
事
管
理
）ｌ

ｌ
　

・‥
・
　
・

―
・

‐
●
　

・
・　
　
．
　
一

第
五
六
条
①
Ｉ
都
道
府
県
警
察
の
職
員
の

‥
う
ち
ド
警
視
正
以
上
の
階
級
に
あ

る
警
察
官

六
以
下

「地
方
警
務
官
」，
と
い
う
ご
は
、　
一
般
職
の
国
家
公
務

員
と
す
る
。　
　
Ｉ
　
　
・　
　
　
　
．　
　
一
一
１
　
・―
．
　

一
・　
　
‐

・

②

・前
項
の
職
員
以
外
の
都
道
府
県
警
察
の
職
員
八
以
下
Ｌ
地
方
警
察
職

員
」
と
い
う
ご
の
任
用
及
び
給
与
ド
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
ゴ
並

ｉ
び
に
服
務
に
関
し
て
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ

…り
条
例
又
は
人
事
委
員

会
規
則
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
四
条

■
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
例
を
基
準
と
し
て
当
該
条
例
又
は
人
事
委
員

会
規
則
を
定
め
る
も
の
と
す
る
，

③
　
警
視
総
監
又
は
警
察
本
部
長
は
ず
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に

よ
る
指
示
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
都
道
府
県
警
察
の
職
員
が
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
速
や
か
に
事
実

を
調
査
し
、
当
該
職
員
が
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な

つ
た
喜
き
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会

に
対
し
、
都
道
府
県
公

・安
委
員
会

の
定

め
る
と

こ
ろ
に
よ
わ
ず

そ
の
結
果
を
報
告

し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

■

●
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
つ
て
い
法
令
又
ほ
条
例
の
規
定
に
違

・
反
し
た
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

．

■
二
革
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
が
↑
職
務
上
の
義
務
に
違
反
じ
一
又
は
職

一務
を
怠
つ
た
場
合

．
　

　

．
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
．

三
■
全
体
の
奉
仕
者
た
る
に
ふ
さ
わ
し
ぐ
な
い
非
行
の
あ
つ
た
場
合

・
（地
方
警
務
官
等
に
係
る
国
家
公
務
員
法
の
特
例
）
■
―
〓

．
Ｉ
■
―
●

第
五
六
条
の
二
①
，
・前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
退
職
時
に
特
定

地
方
警
務
官
ズ
地
方
警
務
官
の
う
ち
、
そ
の
属
す
る
都
道
府
県
警
察
に
お

ヽ
い
て
巡
査
の
階
級
か
ら
順
次
警
視
の
階
級
ま
で
昇
任
し
ず
引
き
続
き
地
方

‥
警
務
官
と
な
つ
た
者
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
者
を
い
う
ず
・以
下
同
じ

）̈
で
あ
つ
た
者
に
つ
い
た
は
，
国

家
公
務
員
法
第
六
十
条
の
三
の
規
定
は
ず
適
用
し
な
い
。
〓
一　
Ｉ
■
●

②
●
特
定
地
方
警
務
官
は
ゴ
第
五
十
六
条
の
四
第
■
項
の
規
定
に
よ
り
任
命

さ
れ
た
と
き
は
デ
当
該
任̈
命
の
時
に
■̈
般
職
の
国
家
公
務
員
を
退
職
す

一〓

る

ｒ

ｉ

●

１

■

●

１

●

〓

・‐Ｉ
・
　

　

ｒ
一　

一
■

■

　

一

一

一■

■

―
■
一　

●

③●〓
と
あ
る
の
は
Ｌ
若
し
く
は
ヽ
と
、・
同
法
第
八
十
二
条
の
七
第
一
項
た
だ
し

書
中
Ｌ
た
だ
し
、〓
と
あ
る
の
は
・「た
だ
し
、
警
察
法
第
五
十
六
条
の
二

第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
」■
と
す
る
一
　
１
■
■
■
・ｌ
・

④
●
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
者
に
対
す
る
国

家
公
務
員
法
第
八
十
■
条
の
三
一の
規
定
の
適
用
に
つ
Ｌ
・て
は
、
同
条
中

一
（他
の
官
職
へ
の
降
任
等
」一
と
あ
る
の
は
二
〈警
察
法
人
昭
和
二
十
九
年

〓
法
律
第
百
六
十
二
号
）
一第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
」^

●
と
，
「職
員
「
，
あ
る
の
は
Ｌ
者
」
， ■
一一
「当
該
他
の
官
職
、
の
降
任
等
」

と
あ
る
の
は
二
当
該
任
命
ヽ
と
す
る
プ
●
」
■
．
〓ｌｉｔ〓
・
１
■
●
■
■
‥
〓

⑤
・
国
家
公
務
員
法
第
八
十
一
条
の
五
の
規
定
は
ず
特
定
地
方
警
務
官
に
つ

，
い
て
準
用
す
る
ピ
こ
の
場
合
に
お
い
て
ギ
同
条
第
一
項
中
」
他
の
官
職
ヽ

の
峰
任
等
を
， １
」あ
る
の
は
各
警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
が
警

察
法
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
〈
以
下
こ
の
項
及
び

第
二
項
に
お
い
て
Ｌ
特
定
任
命
∵
と
い
う
ご
を
「
と
，
同
項
各
号
中
二
他

の
官
職
へ
の
降
任
等
一
と
あ
る
の
は
」
特
定
任
命
に
伴
う
退
職
」
と
い
同

条
第
二
項
中
二
他
の
官
職
へ）の
降
任
等
を
」■
と
あ
る
の
は
■『警
視
総
監
又

は
道
府
県
警
察
本
部
長
が
特
定
任
命
を
，
と
デ
一他
の
官
職
ヽ
つ
峰
任
等

に
」
と
あ
る
の
は
一「特
定
任
命
に
伴
う
退
職
に
ヽ
と
読
み
替
え
る
も
の
と

Ｌ
す
る
ｒ
一
●

一
　
●
一　
〓■
■
一
１
１

■
■
■
ヽ

●
■
≡
■
‐
一
■
―
‥

第
五
六
条
の
三
Ｃ

・
第
五
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
地

方
警
務
官
に
つ
い
て
は
ず
国
家
公
務
員
法
第
百
六
条
の
二
の
規
定
は
ギ
適

用
し
な
い
。一

．
■
二
・　
・
一
一　

１
，
■
〓
●
一
●
●
，

・■
‥
三
―
ヽ

②

・特
定
地
方
警
務
官
で
あ
つ
た
者
で
、一
離
職
後
に
国
家
公
務
員
法
第
百
六

条
の
主
第

一
項
に
規
定
す
る
営
利
企
業
等
・の
地
位
に
就
い
て
い
る
も
の

〈
同
法
第
百
六
条
の
四
第
十
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
通
算
離
職
者
を
除

る
国
家
公
務
員
法
第
八
十
二
条
の
二
及
び
第

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
八
十

一
条
の
二
第
・

「当
該

職

員
が

警

察

法

第
五
十
六
条
の
二
第

一
項
に
規

Ｌ

ｒ
【又
は
」
一

く
ご
は
Ｆ
同
法
第
百
六
条
の
四
及
び
第
百
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
，
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
再
就
職
者
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す

る
ず

一〓
■
■
■
〓
■
■
〓
■
■
■
●
■
●
一
一
●
〓
■

の
地
位
に
就
く
こ
と
、
又
は

る
こ
と
」
と
あ

と
す
る
。

十
四
条
第
一
項
・に
規

条
の
二
、
第
百
六
条
の

七
あ
る
の
は
」
「他

の
職
員
共
警
察
法
只
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条

一「
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
警
務
官
入
以
下
単
に
ヽ
特
定
地
方
警

務
官
ヽ
と
い
う
・。）
を
除
↑
ご
」
と
、
同
法
第
百
六
条
の
四
第

一
項
及
び
第

百
九
条
第
十
四
号
中
二
役
職
員
」Ｆ
と
あ
る
の
は
二
役
職
員
一
（特
定
地
方
警

務
官
を
含
む
ギ
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
ご
」
と
、
同
法
第
百
十
二
条

第
二
号
中
Ｌ
役
職
員
に
」
と
あ
る
の
は
・「役
職
員
共
特
定
地
方
警
務
官
を

含
む
。）
に
」，
と
ｒ
同
法
第
百
十
三
条
第
一
号
中
Ｌ
役
職
員
又
は
」
と̈
あ
る

の
は
、
役
職
員
八
特
定
地
方
警
務
官
を
含
む
す
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
ゃヽ）又
は
ヽ
と
す
る
ｒ
・
一〓
１
１
●
■
●
〓，
．
■
１
，　
．●
１

●
∵
■
●
■

■
特
定
地
方
警
務
官
に
係
る
地
方
公
務
員
法
の
特
例
）
１
・
　
．　
　
　
・

第
五
六
条
の
四
①

〓
警
視
総
監
又
な
道
府
県
警
察
本
部
長
は
■
国
家
公
務
員

・法
第
八
十
一
条
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
管
理
監
督
職
員
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
単
に
・「管
理
監
督
職
」
と
い
う
ご
を
占
め
る
特
定
地
方
警
務
官
で

そ
の
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
管
理
監
督
職

■
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
て
い
る
特
定
地
方
警
務
官
に
つ
い
て
ギ
国
家
公
安

委
員
会
の
同
意
を
得
て
、
同
条
第

一
項
本
文
に
規
定
す
る
異
動
期
間

（第

・
五
十
六
条
の
工
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十

一

卜
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
四
頂
ま
で
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
な
た
期
間
を
含

．
む
一一
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
Ｌ
異
動
期
間
」
と
い
う
。）
に
、
当
該
特

定
地
方
警
務
官
と
ｔ
て
の
在
職
に
引
き
続
き
、
そ
の
属
す
る
都
道
府
県
警

」
察
の
警
視
以
下
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
に
任
命
す
る
も
の
と
す
る
ず
た
だ

ｔ
ｒ
異
動
期
間
に
ギ
同
法
の
他
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
地
方
警
務
官
に

つ
い
て
同
法
第
八
十
■
条
め
二
第

一
項
に
規
定
す
る
他
の
官
職

へ
の
昇

．
任
∵
降
任
若
じ
く
は
転
任
を
さ
れ
た
場
合
又
は
同
法
第
八
十
■
条
の
七
第

■
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
地
方
警
務
官
を
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま

ｔ
ま
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
は
ギ
こ
の
限
つ
で
な
い
。

②
ヽ
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
任
命
を
行
う
に
当
た
つ
て
警
視
総
監
又
は
道

府
県
警
察
本
部
長
が
遵
守
す
べ
き
基
準
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
当
該
任

■
命
に
関
し
必
要
な
事
項
は
ず
条
例
で
定
め
る
ｒ
‥
●
■
１
■
１
１
●
一
一

第
五
六
条
の
五
二
特
定
地
方
警
務
官
は
、
地
方
公
務
員
法
第
八
条
第

一
項

人
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
ｇ）ギ
第
二
章
第
六
節
の
二
人
第
二
十
八
条

の
二
第
二
項
及
び
第
二
項
を
除
く
ご
ゴ
第
六
十
条

〈
第
四
号
か
ら
第
八
号

ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る

）́及
び
第
六
十
三
条
か
ら
第
六
十
五
条
ま
で
の

●
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
ギ
同
法
第
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
職
員
〈
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に

「職
員
」
と
い
う
ご
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に

■
お
い
て
ず
同
法
第
八
条
第
■
項
第
四
号
中

」
人
事
行
政
の
運
営
「
と
あ
る

の
は
，
「警
察
法

八
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十
六
条
の

条
の
二
第
■
項
に

と

と
あ
る

〓
第
〓

三
号
中
・

め
る
∵
〓
■
■

・一
■
一ヽ

一

②

と

の
地
位
に
就
い
て
い

■
第
六
項
第
六
号
中
二
任
命
権
者
」．・と
あ
る
の
は
，
「任
命
権
者
員
再
就
職
者

が
特
定
地
方
警
務
官
で
あ
つ
た
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
都
道
府
県

公
安
委
員
会
）」
と
、
同
法
第
二
十
八
条
の
三
か
ら
第
二
十
八
条
の
五
ま

・ｉ
（協
力
の
義
務
）
■
■
一
´
■
■
■
Ｌ
　
一一　
．
‥１
一
・■
―
■
Ｆ
　
‥

第
五
九
条
・
都
道
府
県
警
察
は
、
相
互
に
協
力
す
る
義
務
を
負
う
。

②
察
に
村

１

一
１
■
■
ｉ
ｔ

だ
―

●
‥

ｌｉヽ‥

ｒ
十
せ
」
■ た

者
で
あ
つ
て
引
き
続
い
て
同
条
第
二
項
に

と
、
同
条

↓
中
・
「任
命
権
者
「
七
あ
る
の
は

「
都
道
府

か
ｒ
職
員
と

は
当
該
役
職
員
」
と́
あ
る
の
は

「又
は

ヽ
又
は

と
，
同
号
及
び
同
条
第

そ
の
子
法
人
の
地
位
に

と
を
要
求
じ
」
と
あ
る
の
は

「又
は
そ
の

と
す

る
ザ

‥

の
定
員
は
、
都
道
府
県
警
察
を
通
じ
て
、
政
令

上
の
階
級
別
定
現
は
∵
内
閣
府
令
で
定

」
・ヽ　ｒ・一・・ヽ
一一
一・・∴一一
・・́

一̈
一
一
．
一
　
．一
一

一ヽ
」

」
と

警
察
庁
又
は
他
の
都
道
府
県
警

て
き
る
。　
，
・
　

．

て
い

る
者

三二

④ ③

④

く,

・〓

　

一

て
・は
い

ｉ
■

―
●
■
■
■

■
■

‐
‥

都
道
府
県
警
察
の
組
織
は
、
都
道

■
　

―

　

メ
■

Vヽ当

て



―

―
・

一　

■
●
１
●
‥
・
―

ー

対
し
て
援
助
の
要
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

（や
む
を

得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
事
後
に
）
必
要
な
事
項
を
警
察
庁
に
連
絡
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一　
一　
１
　
　
　
・
　
　
　
１

１
一
一
　

．
　̈
一　
・●

３
　
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
の
要
求
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
警
察
庁
又
は

都
道
府
県
警
察
の
警
察
官
は
、
援
助
の
要
求
を
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員

〓^
の
管
理
す
る
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
内
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府

県
公
安
委
員
会
の
管
理
の
下
に
、
職
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（管
轄
区
域
の
境
界
周
辺
に
お
け
る
事
実
に
関
す
る
権
限
）

第
六
〇
条
の
二
・
管
轄
区
域
が
隣
接
し
ず
又
は
近
接
す
る
都
道
府
県
警
察

は
↓
相
互
に
協
議
し
て
定
め
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
社
会
的
経
済
的
一
体
性

の
程
度
、
地
理
的
状
況
等
か
ら
判
断
し
て
相
互
に
権
限
を
及
ぼ
す
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
境
界
の
周
辺
の
区
域
二
境
界
か
ら
政
令
で
定
め
る
距

離
ま
で
の
区
域
に
限
る
一）
に
お
け
る
事
案
を
処
理
す
る
た
め
，
当
該
関
係

都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
に
権
限
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
ず

ｆ

■

（
広
域
組
織
犯
罪
等
に
関
す
る
権
限
）・
・

〓
・
　

・　
・
■
一
一
●

‐
‥

第
六
〇
条
の
三
１，
都
道
府
県
警
察
な
Ｆ
広
域
組
織
犯
罪
等
を
処
理
す

る
た

め
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
管
轄
区
域
外
に
権
限
を
及
ぼ
す
こ
と

が
で
き
る
ず
　
‥
１
　
１
　
１

　
　
●
・
１
　
・

■
―
―

　ヽ
■
　

・
〓

（管
轄
区
域
外
に
お
け
る
権
隈
〉
●
　
　
・
　

　

・

．

‥
●
１
・
■
・

第
六
一
条

一
都
道
府
県
警
察
は
ド
居
住
者
、
滞
在
者
そ
の
他
の
そ
の
管
轄
区

域
の
関
係
者
の
生
命
ｒ
身
体
及
び
財
産
の
保
護
並
び
に
そ
の
管
轄
区
域
に

お
け
る
犯
罪
の
鎮
圧
及
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
そ
の
他
公
安
の
維
持
に

関
連
し
て
必
要
が
あ
る
限
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
管
轄
区
域
外
に
も
、
権

・限
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
ず

ｒ
　
一
■
ｒ

■
■
　
二
　

■

　

・
ｆ
■

（
事
案
の
共
同
処
理
等
に
係
る
指
揮
及
び
連
絡
）
　

　

・
　

・１

第
六
〓
条
の
二
①

・
警
視
総
監
又
は
警
察
本
部
長
は
，
当
該
都
道
府
県
警
察

が
ｒ
他
の
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
に
権
限
を
及
ぼ
し
ず
そ
の
他
他
の

都
道
府
県
警
察
と
共
同
し
て
事
案
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て
ギ
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
相
互
に
協
議
し
て
定
め
た
と
こ
ろ
に
よ
り
‥‐，
関

係
都
道
府
県
警
察
の
一
の
警
察
官

八
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
援

・
助
の
要
求
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
者
を
合
む
¨
）
に
、
当
該
事
案
の
処
理
に
関

し
ｒ
当
該
協
議
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
方
針
の
範
囲
内
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
都
道
府
県
警
察
の
警
察
職
員
に
対
し
て
必
要
な
指
揮
を
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。　
　
●
‥　
．１

一
　
一　
一
、
　

１
　
■
一
　
一一
　
‐ヽ
　
・■

②
■
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
は
，
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
「
■
■

　
・●
Ｉ
■
■
〓
　
‐
■
■
，
一
●

③
　
都
道
府
県
警
察
は
〓ヽ
他
の
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
に
権
限
を
及
ぼ

す
止
き
は
Ｆ
当
該
他
の
都
道
府
県
警
察
と
緊
密
な
連
絡
を
保
た
な
け
れ
ば

な

ら
な

い
■

　

　

　̈
　
１

一

１

１

　

■
●

．
‐
　

‐
　

　

―
‐
　
■

一
　

・・

〈
広
域
組
織
犯
罪
等
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
）

第
六
一
条
の
三
①
Ｉ
長̈
官
は
ず
広
域
組
織
犯
罪
等
に
対
処
す
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
警
察
に
対
し
ド
広
域
組
織
犯
罪
等
の

．
処
理
に
係
る
関
係
都
道
府
県
警
察
間
の
分
担
人
重
大
サ
イ
バ
ー
事
案
の
処

理
に
あ
つ
て
は
ず
警
察
庁
及
び
関
係
都
道
府
県
警
察
間
の
分
担
〉
そ
の
他

の
広
域
組
織
犯
罪
等
に
対
処
す
る
た
め
の
警
察
の
態
勢
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
―
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ず
〓

②
　
都
道
府
県
警
察
は
、
前
項
の
指
示
に
係
る
事
項
を
実
施
す
る
た
め
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
第
六
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
都
道
府
県
警
察

墾
・二
祭
　
　
　
　
構
畜
壺
示
津
い

（六
〇
条
の
二
―
七
七
条
）

に
対
し
広
域
組
織
犯
罪
等
の
処
理
に
要
す
る
人
員
の
派
遣
を
要
求
す
る
こ

‐と
い
第
六
十
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
広
域
組
織
犯
罪
等
を
処
理
す
る
た
め

〓
そ
の
管
轄
区
域
外
に
権
限
を
及
ぼ
す
こ
と
そ
の
他
の
こ
の
節
に
規
定
す
る

措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
・

‥

１
・

場
合
に
お
い
て
は
一
前
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
↓
当
該
道
路
の
区
域
に
お

け
る
事
案
に
つ
い
て
∵
当
該
関
係
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
内
に
お
い

一
そ
ず
職
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
Ｆ
●
∫

一
‥
　
　
　
・

Ｉ
Ｉ
Ｉ
■

・

（小
型
武
器
の
所
持
）

第
六
七
条
　
警
察
官
は
，、
そ
の
職
務
の
遂
行
の
た
め
小
型
武
器
を
所
持
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
■
―
■
●
．
　
●
■
■
●

　
　
・一　
ｉｒ
ｉ
，
一
―
―
一

■
入
被
服
の
支
給
等
〉

・

Ｉ
Ｉ
●

１

●

第
六
八
条
０
）

国
は
ず
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ず
警
察
庁
の
警
察
官

に
対
し
、
そ
の
職
務
遂
行
上
必
要
な
被
服
を
支
給
し
、
及
び
装
備
品
を
貸

与
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
　
都
道
府
県
は
、一
前
項
の
政
今
年
準
じ
‐て
一条
例
一で
窯
ゆ
る
と
こ
ろ
に
一よ

‐
り
，
都
道
府
県
警
察
の
警
察
官
に
対
し
ご
そ
の
職
務
遂
行
上
必
要
な
被
服

を
支
給
し
、
及
び
装
備
品
を
貸
与
す
る
も
の
と
す
る
ｒ
ｌ
■〓
■
１
・
・
■

■
■
（皇
宮
護
衛
官
の
階
級
ご
職
務
等
Ｙ
，
■
■
■

１ヽ
．■

一
■
ｔ
　
ｉ

．
●

第
六
九
条
①
二
皇
宮
護
衛
官
の
階
級
は

一ヽ， 皇
宮
警
視
監
、
皇
宮
警
視
長
、
皇

Ｉ
宮
警
視
正
Ｆ
皇
宮
警
視
、
皇
宮
警
部
ド
皇
宮
警
部
補
ギ
皇
宮
巡
査
部
長
及

ｌ
び
皇
宮
巡
査
と
す
る
。　
　
１
１

②
・
皇
宮
護
衛
官
は
ゃ
上
官
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
皇
宮
警
察
の
事
務
を
執

行
す
る
一
一　
　
・
・
Ｉ
Ｉ
■
一

一
一
■
■
■
■
●
‥

●
■
●
■
●
●
１
１
‥

Ｃ
，
皇
富
護
衛
官
は
■
天
皇
及
び
皇
后
、
皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
生
命
、・

身
体
若
し
く
は
財
産
に
一対
」す
る
罪
ず
皇
室
・用
財
産
に
対ヽ
す
る
罪
又
は
皇

居
ド
御
所
そ
の
他
皇
室
用
財
産
で
あ
る
施
設
若
し
く
は
天
皇
及
び
皇
后
一，

皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
宿
泊
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
施
設
に
お
け
る
犯

・罪
に
つ
い
て
ギ
国
家
公
安
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ｒ
刑
事
訴
訟

‐ヽ
法
の
規
定
に
よ
る
司
法
警
察
職
員
と
し
て
の
職
務
を
行
う
。

①
　
第
六
十
七
条
及
び
前
条
第

一
項
の
規
定
は
、
皇
富
護
衛
官
に
つ
い
て
準

用
す
る
。●
１

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

⑤
　
警
察
官
職
務
執
行
法
共
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
〉
第
二

●
条
ご
第
五
条
、一
第
六
条
第
一
項
ギ
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
七
条
の

規
定
は
皇
宮
護
衛
官
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
同
法
第
四
条
の
規
定
は

皇
富
護
衛
官
の
警
備
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
で
ｒ
同
法
第
二
条
第
二
項
中
二
又
は
駐
在
所
」，
と
あ
る
の
は

「若
じ

く
は
駐
在
所
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
一る
皇
宮
警
察
本
部
の
施
設
」一
そ
Ｆ
同

条
第
二
項
中
Ｌ
駐
在
所
「
と
あ
る
の
は
，
「駐
在
所
若
し
て
・ば
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
皇
富
警
察
本
部
の
施
設
」
と
、
同
法
第
四
条
第
二
項
中
Ｌ
所
属
の

公
安
委
員
会
「
―と‐
あ
る
の
は
二
国
家
公
安
委
員
本
圧
´
と
ｒ
「公
安
委
員
会

は
「
と
あ
る
一の
は
Ｌ
国
家
公
安
委
員
会
は
「
ど
読
み
替
え
る
も
の
と
す

●
る
ず
‥
■
■
■
二
■
●
■
ｉ
ｌ
・
　
一〓
十
二
■

・
■
■
●
■
●
〓
・１
●

⑥
　
皇
宮
護
衛
官
及
び
警
察
官
は
、
そ
の
職
務
の
執
行
に
関
し
、
相
互
に
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ず
Ｆ
●

ｉ〓
一
一
一一
ｉ
■
■
■
１
■
■
〓
●
■
●
■

（礼
式
等
）

■
ｆ

第
七
〇
条
■
警
察
職
員
の
礼
式
、
服
制
及
び
表
彰
に
関
し
必
要
な
事
項
は
ず

・
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る

ｔｉＦ

Ｉ
１

１
・
・
一

・
Ｉ
●
１
一
■
１
１
‐

争
六
〓
一

繁
一計
妻
Ｆ

ａ
摯

肝
詈

一

〓

八
布
告
）

第
七

一
条
①
，
内
閣
総
理
大
臣
は
ｒ
大
規
模
な
災
書
又
は
騒
乱
そ
の
他
の
緊

急
事
態
に
際
し
て
ｒ
治
安
の
維
持
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
の
勧
告
に
基
き
、
全
国
又
は
一
部
の
区
域
に
つ

い
て
緊
急
事
態
の
布
告
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　
．

②
　
前
項
の
布
告
に
は
、
そ
の
区
域
、
事
態
の
概
要
及
び
布
告
の
効
力
を
発

す
る
日
時
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（内
閣
総
理
大
臣
の
統
制
）

第
七
二
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
条
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
の
布
告
が
発

せ
ら
れ
た
と
き
は
、
本
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、　
一
時
的
に
警
察
を

統
制
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
そ
の
緊
急
事

態
を
収
拾
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
長
官
を
直
接
に
指
揮
監
督

す
る
も
の
と
す
る
。

（長
官
の
命
令
、
指
揮
等
）

第
七
三
条
①
　
第
七
十

一
条
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
の
布
告
が
発
せ
ら
れ
た

と
き
は
ず
長
官
は
布
告
に
記
載
さ
れ
た
区
域

（以
下
本
条
中

「布
告
区

域
」
と
い
う
ご
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
警
察
の
警
視
総
監
又
は
警
察
本
部

長
に
対
し
、
管
区
警
察
局
長
は
布
告
区
域
を
管
轄
す
る
府
県
警
察
の
警
察

本
部
長
に
対
し
、
必
要
な
命
令
を
し
、
又
は
指
揮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

②
　
第
七
十

一
条
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
の
布
告
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
は
、

長
官
は
、
布
告
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
警
察
以
外
の
都
道
府
県
警
察

に
対
し
て
、
布
告
区
域
そ
の
他
必
要
な
区
域
に
警
察
官
を
派
遣
す
る
こ
と

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
ｆ

③
　
第
七
十

一
条
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
の
布
告
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
は
、

布
告
区
域

（前
項
の
規
定
に
よ
り
布
告
区
域
以
外
の
区
域
に
派
遣
さ
れ
た

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
た
警
察
官
は
、
当
該
区
域

内
の
い
か
な
る
地
域
に
お
い
て
も
職
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（国
会
の
承
認
及
び
布
告
の
廃
止
）

・

第
七
四
条
①
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
七
十

一
条
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
事

態
の
布
告
を
発
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
発
し
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に

国
会
に
付
議
し
て
、
そ
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
国

会
が
閉
会
中
の
場
合
又
は
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

後
最ヽ
初
に
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
す
み
や
か
に
そ
の
承
認
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
．

②
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
不
承
認
の
議
決
が
あ
つ
た

と
き
、
国
会
が
緊
急
事
態
の
布
告
の
廃
止
を
議
決
し
た
と
き
、
又
は
当
該

布
告
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
当
該
布
告
を
廃
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（国
家
公
安
委
員
会
の
助
言
義
務
）

第
七
五
条
　
国
家
公
安
委
員
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
本
革
に
規
定

す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
職
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
常
に
必
要
な
助
言
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
　
雑

則

（検
察
官
と
の
関
係
）

第
七
六
条
①
　
都
道
府
県
公
安
委
員
会
及
び
警
察
官
と
検
察
官
と
の
関
係

は
、
刑
事
訴
訟
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

②
　
国
家
公
安
委
員
会
及
び
長
官
は
、
検
事
総
長
と
常
に
緊
密
な
連
絡
を
保

つ
も
の
と
す
る
。

（
思
給
）・
―
―

・
・　
・

・‥

・

第
七
七
条
①
　
地
方
警
察
職
員
で
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
思
給
法

（大
正
■

・長
官
は
ず
重
大
サ
イ
バ
一■
事
案
に
つ
い
て
警
察
庁
と
都
道
府
県
警
察
が

共
同
し
て
処
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、一
当
該
重
大
サ
イ

′ヾ
―
事
案
の
処
理
に
関
す
る
方
針
を
定
め
、
警
察
庁
又
は
関
係
都
道
府
県

ヽ
警
察
の

一
の
警
察
官

〈
第
六
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
の
要
求
又

は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
者
を
合
む
。
）
に
、
当

該
重
大
サ
イ
バ
ー
事
案
の
処
理
に
関
し
、
当
該
方
針
の
範
囲
内
で
、
警
察

・
庁
及
び
関
係
都
道
府
県
警
察
の
警
察
職
員
に
対
し
て
必
要
な
指
揮
を
行
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
一
●
■
●
・
■
〓
一　
・
・

④
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
よ
り
重
大
サ
イ
バ
ー
事
案
の
処
理
に
関

し
て
警
察
庁
に
派
遣
さ
れ
た
都
道
府
県
警
察
の
警
察
官
は
、
国
家
公
安
委

員
会
の
管
理
の
下
に
ド
当
該
重
大
サ
イ
バ
ー
事
案
の
処
理
に
必
要
な
限
度

で
，
全
国
に
お
い
て
、
職
権
を
行
う
こ
‐と
が
で
き
る

■̈
一
―
・―
一
●
〓

■

●

　

一
●

　

・

１

７

，

■

１

■

・
　

・

ｒ

　

．

■

・

　

¨
■

一
第
五
亨

一警
察
職
員
一
　
・

・

二
∵

■
―

●
‐

　

，
Ｉ

Ｉ
‥

・　

・
‥
二
■

ス
警
察
官
の
階
級
）■
一

１
■
‥
　

・
　

・　
　
―
　
　
・
●
・
一
■
一
●

第
六
二
条
　
警
察
官

〈
長
官
を
除
ぐ
。）
の
階
級
は
ず
警
視
総
監
――
警
視
監
、一

警
視
長
ド
警
視
正
ず
警
視
ご
警
部
ず
警
部
補
、
巡
査
部
長
及
び
巡
査

‐と
す

る
Ｆ
ｌ
●
■
●
１
●
■
■
●
　
　
．

一デ
一　
‥
Ｉ
一
〓
●
■
―
，
■
■
一
■
■
一

．
（警
察
官
の
職
務
γ

Ｉ
■

一
・

　ヽ

〓・　
・

・■
‥

・
ｉ
ｔ
ｉ

■
〓
〓
ｉ

第
六
三
条
ヽ
警
察
官
は
ず
上
官
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
警
察
の
事
務
を
執
行

す
る
ピ
ー
ヽ

‐・

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（警
察
官
の
職
権
行
使
〉
―
，

・　
　
ヽ
　

　

　

・●
ｉ
一
●
一　
　
一
１

第
六
四
条
①
Ｉ
第
五
条
第
四
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
・も
の
に
係
る
事
務
に
関

―
し
て
必
要
な
職
務
を
行
う
警
察
庁
の
警
察
官
は
ず
こ
の
法
律
に
特
別
の
定

め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
Ｆ
当
該
職
務
に
必
要
な
限
度
で
職
権
を
行
う

も
の
と
す

る
ず

‐
●
，
・

‥
　
　
・
●

●

１

１
■
●
●

，
■

②

∴
都
道
府

県
警
察
の
警
察
官

は
Ｆ

こ
の
法
律

に
特
別

の
定

め
が
あ
る
場
合

を
除
く
ほ
か
０
当
該
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
内
に
お
い
て
職
権
を
行

う
も
の
と
す
る
い　
〓
■
―

‘　
　
・

‘
　

一●

・
■ヽ
一　
　
ヽ
　

‥
　
　
ｒ

・
（現
行
犯
人
に
関
す
る
職
権
行
使
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
六
五
条
Ｉ
警
察
官
は
、
い
か
な
る
地
域
に
お
い
て
も
、
刑
事
訴
訟
法

（昭

和
二
・十
三
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
「
第
二
百
十
二
条
に
規
定
す
る
現
行
犯
・

〓
人
の
逮
捕
に
関
し
て
ほ
Ｆ
警
察
官
と
し
て
の
職
権
を
行
う

こ
こ
が
で
き

る
´
■
，
■
■
■
一
　
　
・

八
移
動
警
察
等
に
関
す
る
職
権
行
使
）

第
六
六
条
①
■
警
察
官
は
ぃ
二
以
上
の
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
に
わ
た

る
交
通
機
関
に
お
け
る
移
動
警
察
に
つ
い
て
は
ず
関
係
都
道
府
県
警
察
の

協
議
し
て
定
め
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ｒ
当
該
関
係
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区

域
内
に
お
い
て
ｒ
職
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
１１‐。
―
〓
‐‥
―
　
●
■
―
　
．．

②
，
警
察
官
は
ず
二
以
上
の
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
道
路
運

送
法
人
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
了
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す

る
自
動
車
道
及
び
政
令
で
定
め
る
道
路
法

（昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八

十
号
Ｙ
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
の
政
令
で
定
め
る
区
域
に
お
け

・̈る
交
通
の
円
滑
七
危
険
の
防
止
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る



:0も4
|

舅

②
Ｉ
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
ほ
ギ
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る

職
員
は
恩
給
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
ち
警
察
監
獄
職
員
と
み
な
し
、
同

項
第
二
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
は
同
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
文
官
と
み
な
す

③
・
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
地
方
警
察
職
員
が
引
き
続
き
恩
給
法
第
十
九
条

に
規
定
す
る
公
務
員
若
ｔ
●
は
他
の
・部
道
府
県
警
察
の
ぃ同
項
各
号
に
掲
げ
・

―
る
地
方
警
察
職
員
と
な
つ
た
場
合
又
は
同
条
に
規
定
す
る
公
務
員
若
じ
０
・

は
公
務
員
と
み
な
さ
れ
る
者
が
引
き
続
き
同
項
各
号
に
掲
げ
る
地
方
警
察

・職
員
と
な
う
た
場
合
に
お
い
て
は
ゴ
思
給
に
関
す
る
法
令
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
勤
続
と
み
な
す
「
但
し
、
同
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
の
準
．

用
を
妨
げ
な
い
。
■
１
■
１
一

一
■
‐
―

・　
‐―
―
‥

一Ｉ

Ｉ
■
●
・
・

（固
有
財
産
等
の
無
償
使
用
等
）
１
１
■

　

●̈
■

■
■
　
・

■ヽ
●
一

第
七
八
条
①
，
国
は
「一一国
有
財
産
法
一（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）一，

第
二
十
二
条
共
同
法
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
合
む

）́及
び

財
政
法
人
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
四
号
）一
第
九
条
第
■
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
ド
警
察
教
養
施
設
Ｆ
警
察
通
信
施
設
、一
犯
罪
鑑
識
施
設
そ
の

他
都
道
府
県
警
察
の
用
に
供
す
る
必
要
の
あ
る
警
察
用
の
国
有
財
産
人
国

■
有
財
産
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
有
財
産
を
い
う
“）
及
び
国
有
の

物
品
を
当
該
都
道
府
県
警
察
に
無
償
で
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
〓
警
察
庁
又
は
都
道
府
県
警
察
は
、
連
絡
の
た
め
、
相
互
に
警
察
通
信
施

設
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
●
〓
　
■
　
■
●
■
●
一
一
一■
●
１

■

・（苦
情
の
申
出
等
▼
‐　
●
●
一
　
　
一
●

―
■

■
　
●

一
一
‐

■
●

第
七
九
条
①

都̈
道
府
県
警
察
の
職
員
兵
第
六
十
■
条
の
三
第
四
項
に
規
定

一す
る
都
道
府
県
警
察
の
警
察
官
を
除
く
一
）の
職
務
執
行
に
つ
い
て
苦
情
が

あ
る
者
は
ざ
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し

・
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で

定
め
る
手
続
に
従
い
、
文
書
に
よ
り
警
情
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
　
一
一
　

‐―
■
　
一・　
　
　
●
■

，
■
一ヽ

■
■
■
●
ｔｌ
一
●
キ
　
一■

②
・
第
六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
警
察
庁
の
警
察
官
凛
び
第
六
十
一
条

の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
警
察
の
警
察
官
の
当
該
職
務
執
行
に

つ
い
て
苦
情
が
あ
る
者
は
ｒ
国
家
公
安
委
員
会
に
対
ｔ

ｉ、
国
家
公
安
委
員

会
規
則
で
定
め
る
手
続
に
従
い
ず
文
書
に
よ
り
苦
情
の
申
出
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
ｆ
●
１

一■
●

■
●
■

一
●
一
■
■
―
　
一
●
■
●
■
■
．●

③
ヽ
都
道
府
県
公
安
委
員
会
又
は
国
家
公
安
委
員
会
は
ギ
前
二
項
の
申
出
が

ぁ
つ
た
と
き
は
∵
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
こ
れ
を
誠
実
に
処
理

ｔ
ず
処
理
の
結
果
を
文
書
に
よ
，
申
出
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
■̈
た
だ
し
ゴ
次
に
掲
げ
る
場
合
は
Ｆ
こ

の
限
ヶ
で
な
い
¨

一
　
申
出
が
警
察
の
事
務
の
適
正
な
遂
行
を
妨
げ
る
目
的
で
行
わ
れ
た
と

認
め
ら
れ
る
と
き
ず
■
一
■
・

場
合
に
お
い
て
、
、当
該
他
の
者
に
当
該
苦
情
に
係
る
処
理
の
結
果
を
通

．
知
し
た
と
き
。

（抗
告
訴
訟
等
の
取
扱
い
）‐

蔓

一一一壕

芽

糾
″

　

´
七

ハ

条

―

改

正

附

則

）
〓

二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
十
九
条
に
規
定
す

同
法
の
規
定
を
準
用
す
る

警
蔀
補
ｌ
巡
査
部
長
又
は
巡
査
で
あ
る
警
察
官

・警
視
又
は
警
部
で
あ
る
警
察
官

１

１
■
―
　
・

ヾ
す

■
■
■

す
尋

ら
、（彗
路
一

一”
一
（゙
・

一
　
●
■
ヽ

．ｒ

一そ
の
処
一分
ス
行
政
事
件
訴
訟
法

①
ｌ
こ
の
法
律
は
一
昭
和
二
十
九
年
七
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
ず
附

則
第
二
項
Ｆ
隋
則
第
本
項
及
び
附
則
第
二
十
六
項
の
規
定
は
ず
公
布
の
日

一
か
ら
施
行
し
ず
指
定
府
県
の
府
県
公
安
委
員
会
の
委
員
及
び
市
警
察
部
に

関
す
る
規
定
は
…―
昭
和
三
十
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。　
　
　
　
　
・

一（従
前
の
国
家
公
安
委
員
会
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
廃
止
）●
■
１

②

ヽ
ｊ
改
正
前
の
警
察
法
共
昭
和
手
二
法
一
九
六
）（
以
下
■
旧
法
」ｉ
と
い
・り
い・）

〓
に
よ
る
国
家
公
安
、委
員
会
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
，
ｔ
，
■
の
法
律

（前
項
但
書
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
「）
の
施
行
に
伴
い
、
廃
止

さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

■
■
（国
の
無
利
子
貸
付
け
等
）■
一
　
■
・
■
ｒ
■
・　
　
〓
■
●
・
Ｉ
●
●
■
■

①

一国
は
言
当
分
の
間
ド
都
道
府
県
に
対
し
、
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
国
が
そ
の
経
費
に
つ
い
て
補
助
す
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

の
推
進
に
関
す
る
法
律
共
昭
和
四
十
■
年
法
律
第
四
十
五
号
γ
第
二
条
第

■
三
項
第

一
号
に
掲
げ
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
で
日
本
電
信
電
話
株

式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に

期
籍
一一
詳
剛
毅
案
摯
（
純
珈
は
軒
」
猜
難
籐
暉
棘
↑
〔
華
ざ
罐
〓
峰
奪

．ヽ

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
ｒ
第
二
十
七
条
第
一
一項
の
規
定
に
よ
り
国
が
補

助
す
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
蕪
利ヽ
子
．で
黛
じ
付
け
る
一こ
と
一が
で
き

ヮ。
「‐一ｒｉ一
一一一
一一一「一一一・‐一一
・・一
■一一一■
「一一一∵一、
、「一一一●́
ｔ，一
●
１一一
一一一一一
一一オ一∵

⑭
　
前
項
の
国
の
貸
付
金
の
債
還
期
間
は
言
五
年
九
二
年
以
内
の
据
置
期
間

を
含
む
ぜ
以
内
で
政
令
で
定
め
る
期
間
と
す
る
。　
　
　
　
１

①

‥
前
項
に
定
め
る
も
の
の
は
か
ギ
附
則
第
二
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付

金
の
償
還
方
法
ｒ
償
還
期
限
の
繰
上
げ
そ
の
他
償
還
に
関
じ
必
要
な
事
項

は
ゴ
政
令
で
定
め
る
ず
■
一
■
■

■
●
Ｉ
一
■
―
●
ｒ
ｉ
●
■
〓

●
一
・
‥

①
●
国
は
、
一附
則
第
二
十
三
項
の
規
定
に
よ
，
都
道
府
県
に
対
し
貸
付
け
を

・
行
つ
た
場
合
に
は
Ｆ
当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備

三
事
業
に
係
る
第

二
十
七
条
第
二
墳
の
規
定
に
よ
・る
国
の
補
助
に
一つ
い
て

三
は
Ｆ
当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
↑
当
該
貸
付
金
の
債
還
金
に
相
当

す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

Ｃ
Ｉ
都
道
府
県
が
い
〓附
則
第
二
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
た
無

利
子
貸
付
金
に
つ
い
て
Ｆ
附
則
第
二
十
四
項
及
び
第
二
十
五
項
の
規
定
に

基
づ
き
定
め
ら
れ
る
償
還
期
限
な
繰
り
上
げ
て
償
還
を
行
つ
た
場
合
八
政

令
で
定
め
一る
場
合
・

当
該
償
運
は
デ
当
該
償
還
期

薔

は
、一

す
ず
き

¨

①
（雲
腋舞攀
謝
務れ暴轟
銹
鋼
鵬
ポ
条
の規なの適

用
に
つ
い
て
は
ぜ
同
条
中
二
任
命
権
者
Ｌ
と
あ
る
の
は

「警
視
総
監
又
は

〓
道
府
県
警
察
本
一部
長
〓

・
ど
ｒ
「対
し
，
一人
事
院
規
則
「
ｔ
あ
る́
の
は

「対
・

し
，
薬

Ｊ

・ｔ
す
る
。
ｉ
ｔ
　

　

　

　

・

ス
■
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
附
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
の
一

■
１
特
例
）一一■
■
■
■
〓
，
■
「，
ｔ
ｉ・・
■
『
賃
一
一■
一
〓
■
■
一　
一■
●
■
轟

⑩
ｉ
特
定
地
方
警
務
官
に
対
す
る
■
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
）

ム
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
Ｖ
附
則
第
九
夏
八
第
二
号
だ
係
る
部

分
に
限
る

）̈
の
規
定
の
一適
用
に
，９
い
て
は
，、■
回
号
中
二
国
家
公
務
員
法
■

と
あ
る
の
は
ヽ
警
察
法
人
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
」一
号
Ｙ
第
五
十
・

六
条
の
二
第
五
項
に
お
一い
一て
読
み
替

‥え
て
一準
用
一す
一る
国
家
公
・務
員
法
■

と
ｒ
「
（同
法
Ｌ
と
あ
る
の
は
一
彙
警
察
法
第
五
十
六
条
一の
一
第
五
項
に
お
・

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
法
「
と
す
る
ゴ
■
１
■
■
■

‐―

●

附
‘
則
ム
全
和
三

豊
台
二
上
一法
六
十
）（
抄
）∵
■
■
〓‥‐
Ｉ

●
■
●

■

人
施
行
期
日
〉
〓
■
「
●
，
■
■
〓
ｌｌ
一
　
‘ピ

　́
■
一
〓
■
●
Ｉ

■
■
●

第
■
条
，
こ
の
法
律
は
デ
令
和
五
年
四
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
ゴ
た
だ
し
い̈

・ヽ

（中
略
γ
次
条
並
び
に
附
則
第
十
五
条

〈
中
略
）「の
規
定
は
ｒ
公
布
の
自

か
ら
施
行
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・

（実
施
の
た
め
の
準
備
等
）
　̈
一
　̈
・ヽ
■
●

　́
」■
■
■
，
Ｉ
ｒ
一　
　
　
・

第
二
条
①
②

ｌ
（略
）〓

■
■
●
一
■
―
‐
‥
■
■
■
●
■‐〓

③
二
特
定
地
方
警
務
官
人
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
警
察
法
第
五
十

六
条
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
警
務
官
を
い
う
す
附
則
第
六
条

第
十
■
項
及
び
第
十
■
条
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
対
す
る
前
項
の
規
・

定
の
適
用
に
う
い
一て
は
一ギ
同
項
中
Ｌ
任
命
一権
者
」●
と
あ
る
一の
は
一
「警
視
総

ｉ監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
」
と

ｒヽ
「対
し
ご
‘と
あ

る
の
は
二
対
し
ド
第

七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
警
察
法
附
則
第
二
十
八
項
の
規
定
に
よ
り

〓
読
み
替
え
て
適
用
す
る
ヽ
と
す
る
ず
，
■
一■
●
■

●
■
一
‐，１１■
■
●

●
●

④
ｔ
⑦

一
（略
）
ｉ
■
―

〓
　

・１
１

・
‥

一
・
　
　
・　
　
　
　
　
　
‐

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
　
・（
国
家
公
務
員
法
の
同
改
正
附
則
参
照
γ
●
一
一
■

■
八
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
等
へ
の
委
任
イ
■
■１
一
・
■
●
■
■
●
一　
■
・

第

〓
五
条
一二
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
ギ
こ
の
法

律
の
施
行
に
関
Ｌ
必
要
な
経
過
措
置
は
Ｆ
政
令
共
人
事
院
の
所
掌
す
る
事

項
に
つ
い
て
は
や
一人
事
院
規
則
）コで
定
め
る
ピ

‐―‐，‐■

■
■
１
■
Ｉ
Ｉ‥ｉ
●
‥‐１

■

・
刑
法
等
の
■
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
整
理
法
■

一
中
経
過
規
定
一
１
・　

・
　

・
　

一　
　
　
・

■

●

■ヽ

〓

．

一
∵

・
Ｉ
■
こ
（令
和
週
■
六

二

七

‐法
六
ら

，９

）Ｉ

第
四
四
一
条
か
ら
第
四
四
三
条
ま
で
一
セ
（刑
法
の
同
経
過
規
定
参
照
￥
一

■
●

第
五
〇
九
条
〓
来
刑
法
の
同
経
過
規
定
参
照
）〓
―

・‥
　
　
―

　
　
　
‐

■
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
整
理
法

■
〓
〓
附
　
則
〓
令
和
四
■
六
，
一
七
法
六
八
Ｘ
抄
γ
ｌ
●
■
●
■
●
■
■
■
１

（施
行
期
日
Ｙ
■
，
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

①

，
こ
の
法
律
は
，
刑
法
等
一
部
改
正
法

（
刑
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

一（令
和
四
法
六
七
）〉
施
行
日
興
全
和
七
■
六
一
ギ
ー
か
ら
施
行
す
る
●
た
だ

し
ギ
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
Ｆ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

つ
い
て

の
と

み
な
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■
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ｉ
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ｉ
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∴
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．
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ｉ
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●
警
察
官
職
勝
塾
打漱
一
（驚
．一番
業一一一一一鮮

十

■
二

■

・

・
■
１

１
一
●
■
■
■

１

¨
　

´
‥
●

・‥
一
一
施
行
球
昭
和
二
三
〓
七
‐
一
二
■
附
則
）
・
■
■
・　
、
■
・
■
・

・・
・■
改
正
■
昭
和
二
九
法
二
六
三
、
平
成

一
八
法
九
四
、
令
和
四
法
六
八

（こ
の
法
律
の
目
的
）
●
一
■

・
―
一
　
　
　
‥
ｒ
●
　
・
・
・
〓
―

第
一
条
①
●
こ
の
法
律
は
い
警
察
官
が
警
察
法
共
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百

六
十
二
号
γ
に
規
定
す
る
個
人
の
生
命
ギ
身
体
及
び
財
産
の
保
護
、
犯
罪

の
予
防
Ｆ
公
安
の
維
持
並
び
に
他
の
法
令
の
執
行
等
の
職
権
職
務
を
忠
実

に
遂
行
す
る
た
め
に
一一
必
要
な
手
段
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ザ
●

②
●
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
手
段
は
ボ
前
項
の
目
的
の
た
め
必
要
な
最
小
の

限
度
に
お
い
て
用
い
る
べ
一き
も
の
で
あ
つ
て
、●
い
や
し
く
も
そ
の
濫
用
に

わ
た
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
一〓
■
ｉ
∴
■
一■
■
二
十
．
■

●
（質
問
Ｙ
●
一　
　
●
●
■
一十
■
■
‥

ヽ
・

．̈　
‐

・

■
１
一

・
　
●

第
二
条
①
ｌ
警
察
官
は
、
異
常
な
挙
動
そ
の
他
周
囲
の
事
情
か
ら
合
理
的
に

判
断
し
て
何
ら
か
の
犯
罪
を
犯
じ
ｒ
若
し
く
は
犯
そ
う
と
し
て
い
る
と
疑

〓
つ
に
足
り
る
相
当
・な
理
由
・の
，あ
るヽ
者
又
は
既
に
・行
わ
れ
た
犯
罪
に
つ
い

て
Ｆ
若
じ
て
は
犯
罪
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
一に
つ
い
て
知
つ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
停
止
さ
せ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
一ｒ
●
●

②
・
そ
の
場
で
前
項
の
質
問
を
す
る
こ
と
が
本
人
に
対
し
て
不
利
で
あ
り
Ｔ

又
は
交
通
の
妨
害
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
■
一質
問
す
る

三
た
め
●
そ
の
者
に
附
近
の
警
察
署
ゞ
派
出
所
又
は
駐
在
所
に
同
行
す
る
こ

と
を
求
め
一る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
．

③
　
前
二
裏
ぼ
規
定
す
る
者
は
、
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
ら

な
い
限
り
、
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、
又
は
そ
の
意
に
反
し
て
警
察
署
、
派
出

所
若
ｔ
く
は
駐
在
所
に
連
行
さ
れ
、
若
し
く
は
答
弁
を
強
要
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
ず
　
・
一Ｉ
Ｉ

　
一■
■
　
●
〓
●

④
　
警
察
官
は
ず
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
て
い
る
者
に

つ
い
て
は
、
そ
の
身
体
に
つ
い
て
凶
器
を
所
持
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（保
護
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・

第
二
条
①
　
警
察
官
は
、
異
常
な
挙
動
そ
の
他
周
囲
の
事
情
か
ら
合
理
的
に

判
断
し
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
が
で
ぁ
り
、

か
つ
、
応
急
の
救
護
を
要
す
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
の
あ
る

者
を
発
見
し
た
と
き
は
、
取
り
ぁ
ぇ
ず
警
察
署
、
病
院
、
救
護
施
設
等
の

適
当
な
場
所
に
お
い
て
ｒ
こ
れ
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
■

，
Ｉ

一　
精
神
錯
乱
又
は
泥
酔
の
た
め
ギ
自
己
又
は
他
人
の
生
命
ず
身
体
又
は

財
産
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
■
一
一
二

　
　
・
■
一
一

一
一　
迷
い
子
、
病
人
、
負
傷
者
等
で
適
当
な
保
護
者
を
伴
わ
ず
呻
応
急
の

．

救
護
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
■
本
人
が
こ
れ
を
拒
ん
だ
場
合
を
除

く
。
）　
　
　
　
　
　
■

　̈
．
　

、　
　
．
・
　
‥
■
■
■
●
　
」
〓

②
　
前
項
の
措
置
を
と
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
，
警
察
官
は
ず
で
き
る
だ
け

す
み
や
か
に
，‐‥
，
そ
の
者
の
家
族
、
知
人
そ
の
他
の
関
係
者
に
こ
れ
を
通
知

一　

し
、
そ
の
者
の
引
取
方
に
つ
い
て
必
要
な
手
配
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

Ｔ
・
い
十
責
任
ゆ
る
家
族
一
知
人
等
が
見
っ
か
ら
な
い
と
き
は
、
す
み
や
か
に

一　
を
の
事
件
葛
通
当
な
公
衆
保
健
若
し
く
は
公
共
福
祉
の
た
め
め
機
関
又
は

警
一察

　

　

警

察

官

職

務

執

行

法

こ
の
種
の
者
の
処
置
に
つ
い
て
法
全
に
よ
み
責
任
を
負
う
他
の
公
の
機
関

一
に
ｒ
一そ
の
事
件
を
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一

０

・第
二
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
一の
保
護
は
ギ
二
十
四
時
間
を
こ
え
て
は
な

ら
な
い
。
但
し
、
引
き
続
き
保
護
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
葡
易
裁
判
所

（当
該
保
一讃
を
ｔ
た
警
事
言
っ
冨
す
る
警
察
署
所
在
ｔ
を
音
薯
す
る
青
易

裁
判
所
を
い
ぅ
〓
以
下
同
じ
“）
の
裁
■
官
．の
許
可
一贅
″
あ
る
湯
合
は
ゴ
二

の
限
り
で
な
い
．
●
■
■
ｒ
・■
‥

．，
　
一　
　
・
・
・
・

ａ
）

前
項
仁
書
の
許
可
状
は
ド
警
察
官
の
請
求
に
基
き
ｆ
裁
判
官
に
お
い
て

己
む
を
得
な
一い
事
情
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
限
り
Ｆ
こ
れ
を
発
す
る
も

の
と
ｔ
ｒ
そ
の
延
長
に
係
る
期
間
は
ゞ
通
じ
て
五
日
を
こ
え
て
は
な
ら
な

　ヽ
い
ド
こ
の
許
可
状
に
は
己
む
を
得
な
い
，
認̈
め
ら
れ
る
事
情
を
明
記
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
一
〓
■
■
一
■
■
一■
一
一
■
１

■́
一
一
■
一
一　
　
Ｉ
．

⑤
‥
警
察
官
は
ギ
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
で
保
護
を
し
た
者
の
氏
名
、

住
所
、
保
護
の
理
由
ド
保
護
及
び
引
渡
の
時
日
並
び
に
引
渡
先
を
毎
週
簡

易
裁
判
所
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ず
ギ
一
イ
一
●
ヽ
１
・
〓

」
（避
難
等
の
措
置
）■
■
■
Ｉ
ゴ
●
■
，
■
■
●
〓
「

〓
ｉ
■
■
●
‐
‥

第
四
条
①
〓
警
察
官
は
Ｆ
人
の
生
命
若
ｔ
く
は
身
体
に
危
険
を
及
ぼ
し
、
又

は
財
産
に
重
大
な
損
害
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
天
災
Ｆ
事
変
、
工
作
物
の
損

壊
ご
交
通
事
故
ｒ
危
険
物
の
爆
発
す
狂
大
↓
奔
馬
の
類
等
の
出
現
ず
極
端

な
雑
踏
等
危
険
な
事
態
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

，
た
者
Ｆ
そ
の
事
物
の
管
理
者
そ
の
他
関
係
者
・に
必
要
な
警
告
を
発
し
Ｆ
及

び
特
に
急
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
は
．
危
害
を
受
け
る
虞
の
あ
る
者
に

対
し
、
そ
の
場
の
危
害
を
避
け
導
あ
る
た
め
に
必
要
な
隈
度
で
‘
れ
を
引

「き
留
め
Ｆ
若

‥し
く
は
避
難
さ
せ
、
又
は
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
者
、
そ
の

事
物
の
管
理
者
そ
の
他
関
係
者
に
対
し
ギ
危
害
防
上
の
た
め
通
常
必
要
と

認
め
ら
れ
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
じ
、
又
は
自
ら
そ
の
措
置
を
と
る
こ

Ｌ
が
で
‐き
る
で
■
れ
Ｉ
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一
―
■
■
■
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②
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
官
が
と
つ
た
処
置
に
つ
い
て
は
、
順
序
を
経

・
て
所
属
の
公
安
委
員
会
た
こ
れ
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ず
こ
の
場

合
に
お
い
て
お
公
安
委
員
会
は
他
の
公
の
機
関
に
対
ｔ
●
そ
の
後
の
処
置

に
つ
い
て
必
要
と
認
め
る
協
力
を
求
め
る
た
め
適
当
な
措
置
を
と
ら
な
け

れ
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な
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い
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罪
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予
防
及
び
制
止
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一
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第
五
条
ｉ
警
察
官
は
Ｆ
犯
罪
が
ま
さ
に
行
わ
れ
よ
う
と
す
る
の
を
認
め
た
ｔ

き
は
ず
そ
の
予
防
の
た
め
関
係
者
に
必
要
な
警
告
を
発
じ
Ｆ
又
Ｆ
も
し
そ

の
行
為
に
よ
り
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
ｔ
危
険
が
及
び
、
又
は
財
産
に

重
大
な
損
害
を
受
け
る
虞
が
あ
つ
て
や
急
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
は
ず

そ
の
行
為
を
制
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
ド
■
■
一
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一
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第
六
条
①
■
警
察
官
は
ビ
前
二
条
に
規
定
す
る
危
険
な
事
態
が
発
生
し
、
人

の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
対
も
危
害
が
切
迫
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

ド
の
危
害
を
予
防
ｔ
¨
損
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
又
は
被
害
者
を
救
助
す
る
た

め
ず
已
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
は
ざ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る

一
限
度
に
お
い
て
他
人
の
土
地
、
建
物
又
は
船
車
の
中
に
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
る
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．

②

，
興
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ギ
旅
館
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理
屋
一
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駅
そ
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多
数
の
客
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来
集
す
る
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所
の

１
管
理
者
又
は
こ
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に
準
ず
る
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ギ
そ
の
公
開
時
間
中
に
お
い
て
ゞ
警
察

官
が
犯
罪
の
予
防
又
は
人
の
生
命
Ｆ
・身
体
若
し
く
は
財
産
に
対
す
る
危
害

■
予
防
の
た
め
ゴ
そ
の
場
所
に
立
ち
入
る
こ
二
を
要
求
し
た
場
合
に
お
い
て
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は
Ｆ
正
当
の
理
由
な
く
も
て
ず
こ
れ
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む
こ
と
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察
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規
定
に
よ
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ｔ
係
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の
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務
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ｔ
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な
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察
官
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〓
二

項
又
〓
第
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頂
つ
〓魂
定
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よ
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立
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に
環
し
て
、
そ

・つ
場
所
２
官
理
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
か
・ら
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
理
由
を
告
げ
ざ
三
つ
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け
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武
器
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察
官
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逮
捕
若
ｔ
く
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逃
走
の
防
止
ｒ
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己
若
ｔ
く

・

は
他
人
に
対
す
る
防
護
又
は
公
務
執
行
に
対
す
る
抵
抗
の
抑
止
の
た
め
必

要
で
あ
る
と
認
め
る
相
当
な
理
由
の
あ
るヽ
場
合
に
お
い
て
は
Ｆ
そ
の
事
態

■
に
応
Ｅ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
一に
な
い
て
，
武
器
を
使
用
す

る
む
と
が
で
き
る
ｆ
た
だ
ｔ
い一
刑
法
人
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）

第
二
十
六
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正
当
防
衛
）単
右
し
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緊
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難
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る
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合
又
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す
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■
■
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な
罪
を
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ド
若
し
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は
既
に
犯
し
た
ｔ
疑
う
に
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る
充
分
な

―
一
理
由
の
あ
る
者
が
そ
・の
者
に
対
す
る
警
察
官
の
職
務
の
執
行
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し
て

Ｉ
〓
抵
抗
七
↑
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し
く
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逃
亡
じ
よ
う
と
す
る
ｔ
き
又
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の
者

・を
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が
そ
う
と
し
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警
察
官
に
抵
抗
す
る
と
き
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ぎ
、
又
は

，一
　

逮
捕
す
る
た
め
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他
に
手
段
が
な
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ず
る
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あ
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場
合
　
　
　
　
　
　
．‥

・
二
二
逮
捕
状
に
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す
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際
又
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勾
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勾
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・
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す
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す
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警
察
官
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職
務
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行
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又
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第
八
条
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察
官
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、
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律
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刑
事
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法
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経
過
規
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官
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行
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伴
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措
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四
九
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律
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す
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行
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又
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又
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又
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